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普仏戦争 Ⅺ	
―断末魔の戦い―
松　井　道　昭
第 1 章　厳冬下の抗戦準備
　12月，戦争が始まってからすでに 4 か月が経過していた。ドイツが有
利に戦争を進め，着実に支配領土をひろげた。もはやフランスに正規軍
はいないはずだったが，それでも銃を置こうとはしない。戦争の終わる
気配はなかった。ドイツ首脳部にも焦りが生まれる。
　フランスでもパリと地方のあいだの亀裂は大きくなる一方であった。
トゥールからボルドーに移った派遣部があくまで徹底抗戦の構えを崩さ
なかったのに対し，飢餓の差し迫るパリ政府は焦慮と絶望の縁に立って
いた。ただ，地方とパリのこうした対照は大雑把すぎる捉え方であり，
少々，注釈を要する。地方が戦意旺盛であるといっても，それは一部の
共和派と派遣部の首脳部だけのことであり，住民の圧倒的多数は心底で
は和平を願っていた。が，明確な意思表示ができないため，派遣部に引
きずられるままになっていた。また，籠城下のパリの首脳部に戦意が乏
しかったものの，民衆レベルでは旺盛であった。このように，地方とパ
リでは，指導層と住民のあいだにおける抗戦意欲は正反対を示していた。
　最も手ごわい反戦派は冬将軍である。この冬は12月から 1 月にかけて
特に厳しかった。土面が氷結したのちは，陽が当たるとあたり一面ぬか
るみと化す。兵士は，進むにせよ留まるにせよ行動の自由を奪われた。
クリスマスの頃からは降雪が始まる。ローヌ渓谷と中東部では鉄道は除
雪なしには使うことができなくなった。モルヴァンでの降雪量がとくに
ひどく，ブルバキ軍の輸送を脅かした。 1 月12日から20日にかけて厳冬
は頂点に達する。西部，パリ盆地，東部の全域に降雪があった。その後
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は乾燥した好天となった。冬将軍は守る側にとっても攻める側にとって
も強敵である。戦闘における死傷者よりも病気のほうが深刻な事態をも
たらした。
　フランスはどのようにして抗戦するつもりでいたか。派遣部はボルド
ーに移っていた。パリからの距離が600キロメートルに延びたため，政
府間の連絡はいっそう困難になる。伝書鳩は長い距離と寒さのためパリ
への帰還がめっきり減った。パリを飛び立つ気球も荒天のため不時着す
ることが多くなり，外国に飛んだり海中に没したりした1。
　ガンベッタが抗戦の中心にいた。彼は戦争の長期化を，人民戦争のパ
ターンをもくろむ。つまり，彼によれば，戦争がこうしたかたちで展開
していくうちに，ドイツ軍はしだいに物理的にも精神的にも消耗を深め
ていくだろうという。彼のモデルはフランス革命戦争である。10月12
日におけるガンベッタの署名入りの派遣部政令の前文は次のように述べ
る。
　戦争状態がつくりだした特殊例外的な状況に鑑み，かつ，軍
隊のあらゆる階位において好ましい競争意識を刺激し，若者の
能力に訴えることが肝要であること，および，第一共和政が
1792年の奇跡を実現しえたのは伝統ときっぱり断絶することに
よってであったことを考慮し，以下のごとく命令する。…2
　ガンベッタのこの姿勢はその後も一貫している。彼がボルドーに到着
したとき，市民に対して発した檄はこうである。
1	 11月28日発の第38便「ジャカール号」から 1 月28日発の第71便（最終便）「東駅
号」までの 2 か月間の34便中，行方不明，敵軍捕獲，炎上，乗員が負傷する事故に遭っ
た気球の計は 9 便を数える。Cf.	Dubuchy,	Victor,	Les ballons du siège de Paris,	Paris,	
Editions	France,	1973,	428	p.,	pp.	416-423.
2	 Minsistère	de	la	guerre,	Décrets, arrêtés et circulaires de la délégation du Gouvernement 
de la défense nationale hors de Paris,	pp.	22-23.
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　すべての人に徹底抗戦を誓おうではないか。（身の毛もよだ
つような，予測しがたい不幸があろうとも），パリが屈服しな
ければならないはめに陥っても，なお戦い，抵抗しようではな
いか。
　一方の側にこれに拍手喝采を送る人々がいるかと思えば，他方の側に
はこの檄に冷や水を浴びせる批評家もいた。ボルドーに政治家はむろん
のことジャーナリスト，外国の通信員のすべてが集まっていた。気球で
送られてきたパリの新聞もここで増刷されていた。ティエールもオテル・
ド・フランスに籠ってガンベッタ批判の論陣を張る。ガンベッタはティ
エールのボルドー到着とその行動を知っていた。彼は12月31日付のパリ
宛ての至急報で，「ティエール氏と彼の仲間が執拗にわが政府を簒奪者
と呼び，戦争を向こう見ずの行為と言い，抵抗の長期化を犯罪扱いし，
パリの英雄的行動を無駄な戦争好き呼ばわりしている」と訴えた。
　ガンベッタはこの名うての政敵たちに囲まれていただけではない。ボ
ルドーの名士たちとも折り合いはよくなかった。彼は挙国一致の戦争遂
行を理由に12月24日，政令により県会を解散させたが，これが議員たち
はむろんのこと王党派や保守主義者たちをいたく刺激した。それまで国
防政府に協力してきた知事たちは反旗を翻す。彼らは一転して抗戦派か
ら和平派へと転じた。西部の諸新聞がこの動きに合流した。
　こうした抵抗に臆することなく，ガンベッタは精力的に総動員を追求
する。武器製造を促し，新編成の軍を戦場に送り，フランス銀行のボル
ドー支店を促して戦費調達に圧力をかけた。だが，将校の不足が致命的
であった。そこで昇進を早めたり，ドイツからの脱走兵を復職させたり
した。たとえば，かつてメッスで捕虜となり，オランダ経由で脱走して
きたクランシャン将軍が東部軍に配属された。また，退役将校を知恵袋
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としてかり出すようなことまで行なわれた3。
　10月10日から 2 月 2 日までの間にトゥール派遣部は60万以上の兵士を
動員し，これを第15軍団から第26軍団までの12個の軍団とした。ロワー
ル軍，北部軍，東部軍，ヴォージュ軍の 4 軍に分け，そのほかに予備軍
をル・アーヴル，カランタン，ネヴェールの各兵営に配備。238個砲兵中隊，
31個歩兵師団，10箇所の軍団軍装品集積所（係員 4 万 6 千人と馬 4 万 2
千頭）を配備した。さらに，軍港から5万人の水兵を召集。参謀部のた
めに準備した地図は15,000枚，トゥールと各参謀部との間を繋ぐ電信設
備，150万丁の銃（うち12万2千はシャスポー銃）を用意した。そのため
の費用総額は8億7,400万フランにのぼった4。陸相ボレルは査問委員会で
「トゥール派遣部以上に多くのことを成し遂げた行政府を私は知らない。
物理的になしうるすべてのことを同派遣部はなし遂げたのだ」5と証言し
ている。
　オルレアンが再陥落し，ボルドーに派遣部が移ってからも，ガンベッ
タの精力的な活動はいっこうに衰えない。フレシネその他の協力者たち
とは電報で連絡をとりあった。12月中，彼はブールジュに，次いでリヨ
ンにいた。12月29日にボルドーに戻ってきた。彼は繰り返し住民たちの
あいだに入って士気を高め，次いで 1 月16日から18日にかけて再びボル
ドーを留守にした。ラヴァルのシャンジー将軍を激励し，それから船で
リールに行き 1 月21日から24日までの 3 日間をそこで過ごした。
　オルレアン陥落の責任を問われてドーレル将軍が解任されたのち，ロ
ワール軍は編成替えされた。総司令官制は廃止され，ロワール川を挟ん
で二つの独立した軍が設置された。その一つは第15軍団（マルタン・デ・
パリエール司令官）と第18軍団（ビヨー司令官）と第20軍団（クルーザ
3	 元陸軍大佐で当時，作家活動をしていたトゥマがそれである。Rousset,	L.	 le	
commandant,	Les combattants de 1870-1871,	Paris,	Librairie	illustrée,	p.	247.
4	 Rousset,	L.	le	commandant,	Les combattants de 1870-1871,	Paris,	Librairie	illustrée,	
p.	246.
5	 Déposition	de	ministre	le	général	Borel,	tome	3,	p.	482.
普仏戦争 Ⅺ　―断末魔の戦い―
153
司令官）から成る軍で，ブルバキ将軍が指揮を執ることになった。この
軍のまたの名がブルバキ軍または東部軍である。もう一つは第16軍団（ジ
ョレギベリ司令官），第17軍団（ド・コロンブ司令官），第21軍団（ジョ
レース司令官）から成る軍で，シャンジー将軍の指揮下におかれた。ジ
ョレギベリとジョレースは海軍提督であった。この軍の別名がシャンジ
ー軍または第 2 次ロワール軍である。この他に北部軍とヴォージュ軍が
いる6。
　仏軍の状態はまちまちであった。北部軍は孤立していたため，作戦行
動はボルドーからの指示で行なわれることはなかった。同軍司令官フェ
デルブは地元の資源に頼って軍備を整えた。
　第 2 次ロワール軍はル・マン近辺で再建された。シャンジー将軍は，
12月22日に気球ラヴォアジエ号で首都を脱出したドゥ・ボアデッフル大
尉からパリの実情を知らされた。同軍の戦略目標は200キロメートル東
方のパリに定められた。シャンジーは折り紙つきの武将で，マクマオン
およびウェンファン，そしてドーレルのいずれからも高い評価を受けて
いた。ガンベッタにシャンジーを推挙したのはマクマオンである。シャ
ンジーはドーレルと異なり，戦闘に際し待機戦法より積極戦法を得意と
し，兵士にはつねに「パリをめざし，パリを解放せよ」と語りかけた7。
実際の戦闘では敵に押されがちだったが，だからといってけっして希望
を失うことはなかった。第 2 次ロワール軍の前に立ちはだかるのはフリ
ードリヒ = カール軍とメクレンブルク大公軍である。
　ガンベッタは東部軍に対しては籠城のベルフォールを救出し，次いで
アルザスを北上しドイツの通信線を切断せよと命令。ガンベッタは12月
11日から20日までブールジュに滞在した。この大胆な計画はここで練ら
れたのである。東部軍主力をシャロン = シュル = ソーヌに，次いでブザ
6	 Assemblée	nationale,	Rapport fait au nom de la commission d’enquête sur les actes du 
gouvernement de la Défense nationale,	pp.	264-265.
7	 Chuquet,	Arthur,	La guerre 1870-1871,	Paris,	Léon	Chailley,	1895,	p.	189.
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ンソンに移動させ，そこからブールジュとネヴェールに転回させるとい
うもの。退いたと見せかけてとつぜん敵の背後に姿を現わす作戦がこれ
である。この計画実行のためには鉄道の活用が不可欠だった。そこで，
技師の活躍によりどうにかこうにか機関車と列車が調達された。作戦の
成功のために，士気盛んな精鋭部隊と卓越した指揮官を必須とした。だ
が，ガンベッタはそのどちらのカードも欠くことになろう。ガンベッタ
がさんざん迷ったあげく東部軍の司令官に選んだブルバキが問題だっ
た。彼の性格は真摯であるにちがいないが，一軍の将としては優柔不断
という決定的な難点をかかえていた。そのうえ，抜擢に迷ったことに示
されるように，ガンベッタは旧近衛兵将官という前歴をもつ彼に全幅の
信頼をおいていなかった。さらに不つごうなことに，北部軍司令官に任
命されたときと同じく，部下の信望も薄かった。つまり，軍隊内におけ
る共和主義者は帝国軍上がりの彼に対して疑いをもちつづけたのだ8。
　気が進まなかったものの，ブルバキは最終的にこの指名を受け入れた。
ブルバキの副官としてクランシャンと，これまたドイツから脱走帰還し
たビヨーを任命した。ブルバキを買っていないガンベッタはこの二人を
監視係につけたのである9。こうしたことも，その後連続する敗北によっ
て意味のないものとなるだろう。
　12月下旬において西南部，南部，中西部，ブルターニュ，ローヌ渓谷
でもう一つの軍の編成と動員が行われた。いたるところで武器が掻き集
められ，また製造された。サン = テチェンヌの鉄工業地帯が武器製造と
装備の中心地となった。12月中旬まで包囲の懸念のあったリヨンにおい
て最終的にその危険が去ったため，ここがブルバキ軍の遠征を支援する
橋頭堡の役割を担った。たとえば，アルデッシュ県の動員兵は 1 月16日
8	 Bury,	J.	B.	T.,	Gambetta, défenseur du territoire (1870-1871),	Original	edtion:	Gambetta 
and the National Defense,	trad.	par	Genevieve	et	P.	F.	Caille,	pp.	146-147.
9	 Assemblée	nationale,	Rapport fait au nom de la commission d’enquête sur les actes du 
gouvernement de la Défense nationale,	p.	269.
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リヨンに向かうためモンテリマールを発った。ドローム県の動員兵は 1
月28日，ヴァランスを後にした。どこでもパリの英雄的戦いが激賞され
た。
　ル・アーヴルの近辺で野戦要塞が築かれた。起こりうる攻撃に備える
というのだ。同じようにして，カルヴァドス，マンシュを結ぶ線が要塞
化された。これは「カランタン線」と呼ばれた。パリ向けの物資補給の
根拠地となるコタンタンとシェルブール港を守るというのだ。
　動員の追求と戦意の鼓舞はどこでも倦怠と疲労に，いうならば戦争終
結の願望にぶつかった。共和派左翼ことに極左は戦争続行に熱意を示し，
したがって，ガンベッタを支持する。しかし，その他の傾向をもつ者
― その中には共和派も含めてだが ― 全部が和平に傾いていた。
第 2 章　ドイツ本国での動揺
　12月初め，ドイツ軍大本営は袋小路に突っ込んでいた。スダンとメッ
ス陥落ののち，ドイツ世論は次の勝利を心待ちにしていた。こうした期
待に反して，ロワールとパリ近郊での勝利を別とすれば，嚇々たる勝利
は伝えられず，戦争は終りなき泥沼に入ったような雰囲気が生まれた。
戦争はさらなる動員と物資を要求した。バイエルンでは幾人かが動員と
徴発に抵抗した。これらバイエルン独立派のみが新たな動員計画に抵抗
したのではなかった。社会民主党と軍人の一部が戦争の長期化とアルザ
ス = ロレーヌの併合に懸念を示した10。北ドイツ連邦議会は併合なしの
和平を要求し，戦事国債の発行に反対投票を投じた（1870年11月28日）11。
ベーベルとリープクネヒトおよびそのシンパが逮捕された。彼らの併合
への抗議はほとんど反響を呼ばなかったが，スダン陥落直後の愛国的熱
情が冷めていたことは確かである。ドイツ人は戦争の惨禍を直接体験す
ることはなかったが，100万以上の兵員が動員され，うち80万が遠いフ
10	Roth,	Fraçois,	op. cit.,	pp.	334-335.
11	Ibid.,	p.	335.
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ランスの戦地にいて，彼らの帰国が待ち望まれていた。長引くパリ籠城，
絶え間なく増強されつつあるガンベッタ軍もドイツ人を苛立たせる要因
の一つであった。早期決着が予告されていたにもかかわらず，一向にそ
の日は訪れない。こうした人心状態を十分に認識していたビスマルクは
パリ周辺での軍事的攻勢を要求する12。
　モルトケは 9 月，10月には砲撃するという約束を実行しなかった13。
パリ包囲に時間がかかったこと，メッス要塞に閉じこもるバゼーヌ軍の
動向が早期砲撃の障害であったことはわかる。しかし，同軍が降伏し，
それが取り除かれてからすでに1か月が経っている。パリ砲撃は軍事か
らしだいに政治の問題に移りつつあった。前述したように，ビスマルク
の国王への直訴（11月28日）により，モルトケは砲撃の先延ばしがも
はやできない状況に追い込まれた。モルトケが約束した12月 1 日が目前
になっても，さらに遷延せざるをえないことが国王にも知られてしまっ
た14。
　12月 1 日，モルトケは書いている。
　パリからは近いうちの降伏を匂わせるいかなる正確な情報も
われわれのもとに届いていない。しかしながら，脱走兵の数は
増える一方である。…いずれにしても長期の抵抗を覚悟しなけ
ればならないだろう15。
　モルトケが攻勢を時期尚早と見なすのは，パリ周辺13～14カ所に砲撃
拠点を構築したものの，大砲と弾薬の到着が遅れていたからである。モ
ルトケは暗中模索の状態にあった。というのは，彼は砲撃に主眼をおく
12	Ibid.
13	『モルトケ作戦の準備と実行』前掲書，239ページ，247ページ。
14	Palat,	colonel,	La stratégie de Moltke en 1870,	p.	316.
15	Roth,	Fraçois,	op. cit.,	p.	335.
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のではなく，敵の消耗と分裂を当てにしていたからである。備蓄食糧が
底を尽けば，敵は内部闘争によって防衛が不可能になるか，あるいは飛
び出してくるかのどちらかだとみた。野戦会戦ならば備えは十分である。
しかし，パリの耐久力はモルトケの予想を超えるものがあり，敵はけっ
して動こうとしない。たしかに，騒乱は起きたが，政府とトロシュがそ
れをうまく処理した。包囲軍にとって脅威なのは，パリの外部要塞に据
えつけられた艦砲，とくにモン = ヴァレリアン要塞の240ミリ砲ラ・ジ
ョゼフィーヌであった。射程距離が 7 ～ 8 キロメートルもあるこの大砲
はきわめて効果的で，動くものは何でも砲撃し，しかも命中率が高かっ
た。この砲台を沈黙させるべく歩兵部隊を突入させるためには，重砲の
設置と十分な量の弾薬が必要である。そういうわけで，モルトケは砲撃
開始は12月末か 1 月初になるとみていた16。
　だが，中立国の干渉の危険が完全に断ち切れていなかった。動きはひ
ょんなところから始まった。普仏戦争が長期化するなかでロシアは10月
31日，1856年のパリ講和条約が定める黒海中立化条項（ロシア艦隊を
黒海から締め出していた）から離脱することを宣言した。これは対仏戦
を直前に控えたビスマルクとゴルチャコフのあいだの秘密協定であった
が，それが一挙に表面化したのだ。これに驚いたのがイギリスである。
英国の世論は元の親ドイツ的性格を失いつつあったが，いまや，ロシア
の行動はプロイセンと示し合わせたものであることを確信するにいたっ
た。11月を迎え，イギリスの外交筋の動きが俄かに活発になり，ビスマ
ルクへの接触も激しくなった17。これがビスマルクの不安を呷ったのは
当然である。彼はなんとしても戦争の早期終結をはかりたかった。それ
がパリ砲撃の要求につながる。
　一方，ヴィルヘルム一世の取巻き連の多くも攻城砲の設置の遅延にや
きもきしていた。その間にパリの防備体制は固くなりつつあるように思
16	Palat,	colonel,	La stratégie de Moltke en 1870,	p.	316.
17	エーリッヒ・アイク著，古田徹也・新妻篤訳『ビスマルク伝』第 5 巻，208～211ページ。
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えたし，ガンベッタの地方での策動にも侮りがたいものがあった。また，
王太子の側近たちとくに参謀長ブルメンタールはイギリスの非難を別の
角度から懸念していた。パリ砲撃の結果，不可避的に生じる恐怖がドイ
ツの評判を著しく落としはしまいか，と。ビスマルクはこうした人道主
義的なあらゆる懸念や気遣いを退けた。重要なことは結果であり，戦争
をできるだけ早く終らせるためには砲撃しかないとみた。軍首脳部はロ
ーン陸相を除き，砲撃によって敵に最後の決断を強いることはできない
と見なす点で一致していた。そのローンだが，彼だけがビスマルクの主
張の支持者であり，「わが軍の待機主義の態度に怒りで狂いそうになっ
ていた」18（12月12日）。
　冬の到来とともにビスマルクとモルトケの仲は険悪となった。そのた
め，ヴィルヘルム王と王太子はしばしば仲裁しなければならなかった。
モルトケは，作戦にしつこく口出しをしてくるビスマルクのやり方に憤
慨したが，この反目関係は二度と元どおりに解消することはなかった。
モルトケは王の命令によりひとまずパリ砲撃に同意したが，さりとて待
機主義の効用を否定したわけでもなかった19。彼は，独軍の前線に落ち
た気球から没収されたパリ市民の手紙を読み，飢餓の効果について確信
をいだいていた。
　戦略的理由により砲撃開始が遅らされたのはたしかである。プロイセ
ン軍当局にとって ― パリ当局にとってもそうだが ― パリ籠城はそもそ
も計算外の出来事だった。参謀本部は，次々に発生する包囲戦に取り組
まざるをえなくなった。12月中旬のロンウィー，メジエール，ベルフォ
ールの包囲戦がそれらである。しかし，本当の原因は鉄道輸送手段の欠
陥にあった。とくに牽引馬が不足した。ナントゥイユからラニーまで鉄
路の敷設し，軌道幅の一致する車両をベルリンから運び，輜重隊を整備
18	Roth,	op. cit.,	p.	336.
19	エーリッヒ・アイク著，古田徹也・新妻篤訳『ビスマルク伝』第 5 巻，223ページ。
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し， 4 頭立て馬車を900両から1,000両を備えなければならなかった20。
1,400キロメートルも離れたプロイセン本国のシュパンダウから重砲が
鉄道で運ばれることになった。その輸送には4,250両の貨車と，その設
置のために 1 万頭の馬とをそれぞれ必要としたのだ21。
　あらゆるところからモルトケに砲撃の圧力がかかる。12月6日，彼は
プロイセン王太子に砲撃に関する王命と，それに伴う新たな措置を伝え
た。砲撃開始はクリスマス明けとされた22。実兄宛ての書簡中で，モル
トケは「パリ砲撃のためにはわれわれはまず要塞を奪取しなければなら
ない。この結果に到達するのに抜かりはない。しかし，私がそれよりも
期待するのはゆっくりと進行する飢餓であり，このほうが確実に最大の
成果を挙げるのだ」23（12月22日）。彼は正面攻撃をかける気は毛頭なか
った。パリ包囲が始まったときと同じく，モルトケはそれを自殺行為と
見なしていたのである24。
第 3 章　クリスマス明けが！
　クリスマス前夜になった。参謀本部付きの将校ヴェルディはその祝日
のもようを伝える。モルトケの同僚たちはクリスマスツリーの立ってい
る本局の控え間で前夜祭を祝うために集まってきた。ささやかな祝賀パ
ーティと贈物の交換が行われた。一番籤を引いたモルトケはクリスマス
の大型パンをせしめた。かれは笑いながらそれを贈物用の籠に投げ入れ
た。次いで彼は別の籤を引いた。皆がクリスマスツリーの近くに身を寄
せながら，ポンスを飲みつつ国の歌に興じた。
20	Palat,	colonel,	op. cit.,	p.	324.
21	Roth,	op. cit.,	p.	336.
22	M.M.K.,	p.	427.
23	Roth,	op. cit.,	p.	336.　12月 6 日の軍首脳会議でパリ砲撃が決まった。この情報は
すぐにヨーロッパ中に広まり，パリとフランスへの同情を集めることになった。Cf.	
Maquest,	Pierre,	La France et l’Europe pendant le siège de Paris, op. cit.,	p.	436.
24	Palat,	colonel,	op. cit.,	p.	325-326.
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　その翌日，ヴェルディは25人の参謀本部付き将校を招待した。食堂は
キャンデラで飾られ，真ん中に小さなクリスマスツリーがおかれていた。
食事は豪奢だった。キャビア，海ザリガニ，鰯，各種のソーセージ，ア
ンチョビ，バター，なまこ，スパイスパン，燻製ガチョウ，冷えた焼き
肉…。宴会は音楽とトランプで終わった。暗闇の中に浮かぶパリは18キ
ロメートルほど先にある。多くの住民たちは翌日から始まる苦難を知る
や知らずや，ひもじさの中でクリスマスを迎えたのだ25。
　英国の新聞『デーリーニュース』の派遣記者アーチボルド・フォアベ
スはパリの北でマース軍の将校たちと夕べをすごした。第103連隊の第
2 大隊の前哨にまでクリスマスのご馳走が配られたのを目撃した。牛肉
エキスのスープ，鰯，ガチョウのソーセージとハム，茹でた牛肉，マカ
ロニ，焼き羊肉，洋梨の煮物，ジャガイモの煮物，チーズ，バター，く
るみ，ビスケット，ビール，ラインのブドウ酒などが並べられた。パリ
を包囲する30万の駐屯兵が久々のご馳走に堪能したのは言うまでもな
い26。
　重砲が据えられている間も首脳部のあいだの議論は続く。いつ砲門を
開くべきか？　目標をどこにおくべきか？　軍事目標は一つだけか？　
ビスマルクは，パリ市民の戦意を挫くために住民を砲撃すべきことを主
張した。12月14日付けの国王への請願書で，「戦争の苦しみによって国
家と国民に加えられる重圧」は和平招来のための主要な手段である，と
言っている27。
　砲撃作戦の責任はフォン・カメッケ工兵将軍の指揮に委ねられた。彼
は12月中旬のモンメディの陥落に功あった人物である。標的としては軍
事施設すなわち南部要塞が選ばれた28。パリの西にはモン = ヴァレリア
25	Roth,	op. cit.,	p.	337.
26	Ibid.
27	『ビスマルク伝』第 5 巻前掲書，220ページ。
28	モルトケは 9 月の包囲開始と同時に，偵察将校を派遣し，敵方の地形と防備の査察
を終えていた。そこから，突破口は北と南しかないことはわかっていたが，砲撃のみ
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ン要塞とセーヌ川があって，ここから攻め入るのは論外だった。パリ北
東郊ではドランシーと東部要塞まで塹壕と外堡が交互に繋がり，そこか
らまた塹壕が始まって 1 キロメートル北のブールジェに繋がっている。
つまり，パリの北東郊には型どおりの防御陣地が張られ，ここを攻略す
ると強い抵抗に遭い，かなりの犠牲を覚悟しなければならなかった。こ
れに対し，パリ南郊では防衛用の塹壕がヴィルジュイフとヴィトリを越
えてセーヌ川まで掘られているだけであり，その防塞線の西が比較的攻
めやすかった29。高地にあるいくつかの外堡を攻め落とせば，すぐ眼下
にパリが開けた。
　カメッケは大急ぎでクラマール，シャティヨン，レー，フォントゥ
ネーの高地に砲台を据えつけた。そこからパリに最も近いところまで
2,200メートルの距離だった。クルップ砲の射程距離は7,000～8,000メー
トルであり，パリ市内を直接砲撃することも可能だった。かくて，イギ
リス世論は公然と挑戦を受けたことになる。
　ドイツ側に不安材料がなかったわけではない。戦線が延びるに比例し
て，防備の盲点を突いてゲリラ活動が盛んになった。モルトケは人民戦
争を懸念した。こうなっては事が面倒になり，戦法に狂いの出てくるこ
とが懸念された。ところが，ビスマルクはゲリラ兵を殺人者として扱い，
即決裁判で銃殺刑に処せばよいとの態度をもっていた。すでに 9 月のフ
ェリエール会談でファーヴルを前にはっきりこう言明していた。ここに
もプロイセンの政・軍の巨魁のあいだに一致はなかった。モルトケのも
う一つの心配はフランスの地方の動向である。ガンベッタの精力的活動
が実を結び，新手の軍隊がパリ支援に駆けつける恐れがあった。第 2 次
ロワール（シャンジー）軍が急激に勢いを増しつつあることはわかって
でパリが開城するとは考えず，最終的に歩兵を突入させねばならないとみていた。彼
が砲撃に慎重であったのはそのためである。Cf.	M.M.K.,	Ⅲ,	Ⅱ,	p.	313;	Palat,	colonel,	
op. cit.,	p.	279.
29	Mémoires	du	Maréchal	H.	De	Moltke,	La guerre de 1870, par le Maréchal comte De 
Moltke, ed. Française	par	E.	Jaégle,	Paris,	H.	Le	Soudier,	1891,	p.	319.
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いた。が，もう一方のブルバキ軍の動向がはっきりしない。この軍はブ
ールジュにいるのか，それともネヴェールにいるのか？　モンタルジま
たはサンスに向かって作戦行動をとるのか？　――謎が解けたのはクリ
スマスの頃である。ブルバキ軍はシャロン = シュル = ソーヌに向かい，
ここからベルフォールの支援攻撃に向かっていた。となると，当座はシ
ャンジー軍だけを考慮に入れればよいことになる。
　モルトケは兵数と兵站の問題をかかえていた。占領地が拡大するにつ
れて，宿営地の統制と安全のために兵員を割かねばならなくなった。後
備軍	Landwehr の大隊までが投入された。戦闘員は 1 月末の時点でおよ
そ80万。歩兵だけで61万 5 千を数えた。戦闘員の 4 分の 3 以上つまり62
万 4 千がプロイセン兵であり，バイエルン兵は 8 万にすぎなかった。こ
れらの兵士は現地調達で食糧を得たが，それだけではとうてい不十分で，
ドイツ本国から食糧，衣服，物資，軍需品を移送しなければならなかった。
そうであればこそ，鉄道が重要であった30。
　12月27日午前 8 時半，パリ東郊のアヴロン高地に向けて独軍72門の砲
列が一斉に火を噴いた。即座にアヴロン，ノジャン，ロニーの各要塞の
大砲が反応。攻撃側の砲撃のほうが正確で，要塞守備隊に乱れが生じた。
2 日間に及ぶ激しい砲弾の交換でもっとも大きな被害をだしたアヴロン
要塞の司令官ストフェル大佐は撤退を決めた。自軍大砲のすべてを破壊
したのち，28日，夜陰に紛れ撤退を完了した31。
　当時，中立国ベルギーで，戦争の経緯について強い関心をもって追跡
していたひとりのジャーナリストがいた。その名はピエール・マケ。彼
はヨーロッパで発行される多くの有力新聞に毎日眼を通し，重要記事を
自らのコメントを付して日々報告のかたちでまとめた。それが『パリ包
囲期におけるフランスとヨーロッパ』という著書である。その「日誌」
30	Palat,	colonel,	op. cit.,	p.	324.
31	Ibid.,	p.	321;	Grand	état-major	prussien,	La	guerre	franco-allemande	de	1870-1871,	
op. cit.,	p.	743-746.
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においてパリ砲撃とアヴロン要塞明け渡しに関する記述が最初に出てく
るのは 1 月 6 日のことである32。これはいかにも遅い。パリが近いうち
に砲撃されるかもしれないという噂は 9 月～12月のヨーロッパを駆けめ
ぐり，いつも関係筋の強い関心を集めていた。ところが，実際に砲撃が
始まってからの報道は極めて遅いし，量的にも僅少である。パリ市内か
らの情報はなかなか流れ出てこなかったのは当然だが，パリの外での戦
地情報は頻繁かつ克明に諸外国に届けられていた。もちろん独軍に付き
添った中立国の記者はいたはずで，パリ砲撃の情報が出なかったはずが
ない。それにもかかわらず，砲撃報道は不思議なほどに少なく，取り扱
いも小さい。その理由は，砲撃目標が外堡や城壁などの軍事施設であり，
民家，公共施設，歴史的記念物は目標から除外されていたからである。
したがって，砲撃は最初から国際世論の反応を意識したものだったと考
えて差し支えない。
　パリ東郊要塞への砲撃は予兆にすぎなかった。年の明けた 1 月 5 日以
後，パリ市内にも砲弾が落下した。マケの 1 月14日付けの日誌を見てみ
よう。紹介されているのは『デイリー・テレグラフ』紙である。
　プロイセン軍は今や向こう 1 か月間連続してパリを砲撃でき
る状態にある。じっさい，砲撃された防御施設は城壁の 4 分の
1 ，すなわち，600門の大砲を備えた63箇所の砲台である。明
日の日曜日にプロイセン軍は，パリ市役所，廃兵院，リュク
サンブール宮を含むパリ市内に 1 万発の焼夷弾を放り込むだろ
う33。
32	Maquest,	Pierre,	La France et l’Europe pendant le siège de Paris, op. cit.,	pp.	599-600.	
アヴロン高地の攻略についてのマケの記述は12月30日付けの『タイムズ』紙に拠った
ものである。
33	Ibid.,	p.	650.
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　予告に反してパリの公共施設は砲撃されなかった。この情報源は独軍
参謀本部である。意図して避けられたのだ。マケの砲撃に関する記述は
1 月18日，20日にも出てくるが，具体的な被害記録はない。18日のコメ
ントは「この野蛮にして非人道的な措置は全世界世論がプロイセンから
離れるだろう」とだけあり，『デーリー・ニュース』紙の記事を掲載し
た20日の記事にも「セーヌ左岸の住民が右岸に移動し」，「英国世論がパ
リに同情的」とあるだけで，被害に関する記述はない34。
　パリ砲撃に関する国際世論の反応は予想に反して穏やかだった。ロー
ンとビスマルクは安堵の胸を撫でおろした。今や降伏は時間の問題とな
った。パリが城門を開いたときどうするか？　首脳部間でこの点につい
て活発な議論が始まった。ローンと王太子の支持を取りつけたビスマル
クはパリ開城が軍事的局面の幕引きにふさわしい時機と判断した。それ
が和平に向けての第一歩となるであろう。以後は和平の形式の論議が中
心となるだろうし，ここからが自分の出番だと考えていた。
　かつて，飢餓が籠城のパリの自壊を促すだろうといった楽観論に染ま
っていたモルトケはどう考えていたか。参謀総長はこの段階にいたって
はもう一押しの作戦行動が必要との考え方に傾いていた。つまり，正規
軍の突入によるパリ占領がこれである。パリを軍事的支配下におきつつ，
南方への軍事的進出を企て，徐々に占領地を拡げるつもりでいた35。ガ
ンベッタの徹底抗戦に対しては殲滅作戦で応えようというのだ。彼は 1
月 8 日，プロイセン王太子に向かってこう言った。
　われわれは虚言癖の国民と極限まで戦い，これを粉砕せねば
なりません。…そうなってこそ，われわれの望むかたちでの和
平を押しつけることができます36。
34	Ibid.,	pp.	672,	685.
35	Palat,	colonel,	op. cit.,	p.	353.
36	Roth,	op. cit.,	p.	339.
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　モルトケは究極的勝利が得られるまでは徹底的に敵を痛めつけるつも
りでいたのだ。いかにも，クラウゼヴィッツの愛弟子らしい機略である。
王太子はこの殲滅戦の覚悟を耳にして当惑した。そこまでは考えない彼
は，厄介な問題がもちあがったと思った。ふだんビスマルクとはソリが
合わず対立することの多かった王太子だが，終戦問題ではビスマルクに
与した。
　フランス陣営と同じように，ドイツ陣営にも目論見において明確な対
立があったことになる。仏独で違うのは，ドイツには調停者がいたこと
である。ビスマルクとモルトケのあいだに立って裁定を下すのはヴィル
ヘルム一世だった。同王が両者をともに必要としただけに，裁定にあた
っては権衡を保つべく非常に微妙な配慮を要するはずである。
第 4 章　ロワール軍の敗退
　オルレアン陥落後，シャンジー将軍（第16軍団長，途中から第 2 次ロ
ワール軍司令官）はトゥールを守るためオルレアン～ブロワ間のロワー
ル川右岸のムン Meung，ジョーヌ Josne，ボージャンシー Beaugency で
メクレンブルク大公軍とフリードリヒ = カール王太子軍に対し抵抗をつ
づけていた。つづいて12月14日と15日の両日，フレトヴァルとヴァンド
ームでも激戦が繰り返された。シャンジー軍の損傷は大きかった。しか
し，独軍は，ブールジュにいるブルバキ軍の牽制攻撃を懼れ，シャンジ
ー軍追撃に総力を挙げることを躊躇した。この間にシャンジー軍は西方
に退却。16日にたまたま濃霧が発生したことがこれを助けた37。
　ロワール軍がル・マンに到着したのは12月19日である。 4 日間飲まず
食わずの退却により，目的地に着いたときは烏合の衆と化していた38。
ロワール軍はここで12月いっぱい休養し，再編成され，次の出撃命令を
待つことになる。 3 つの軍団の計11万 5 千から成るロワール軍の新規徴
37	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	pp.	81-83.
38	Margueritte,	Paul	et	Victor,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	199.
横浜市立大学論叢社会科学系列　2014：Vol.65　№ 1・2・3
166
兵の大部分はブルターニュ，ヴァンデ，ノルマンディから駆り集められ
たが，装備も指揮官も不完全だった。第21軍団はル・マンの東方リュイ
ヌ川の両岸に，第16軍団は町の南方に，第17軍団は町の西方に駐留した。
全軍団が厳寒と積雪の中での野営であった39。部隊の一部は12月中，コ
ンリー兵営の泥土のなかで過ごした。同部隊は訓練不足と装備不十分の
ため，レンヌおよびその近辺に撤退せざるをえなかった。駐留地が相互
に近接していたことは軍の再建につごうよかったし，ル・マンに集まる
鉄道が機能していたことが補給に便宜を与えた40。
　しかし，何よりも時間がなかった。いかに即興の軍隊であったかを軍
関係者の証言にみてみよう。ジョレース海軍大尉はフレシネから「 4 ～
5 万の軍団を組織して第21軍団と称し，貴殿がその司令官になりたまえ」
という命令を受け取った41。ジョレースは続ける。「貴下のできる範囲で，
18個の砲兵中隊から成る砲兵隊を組織せよ。そして，同じく通常の数の
騎兵隊を組織されたい。もし貴殿にできないときは貴殿の代役をあてが
うだろう」42，と。同じ軍団のオルヌの遊動連隊司令官ムティ大佐は，「軍
靴はあまりに小さく，ゲートルもなければ銃の予備部品もない。［銃口
清掃用の］刷毛もグリース缶もなかった」43と述べている。
戦後の国民議会査問会はガンベッタの無慈悲な徴発に関する調書を作成
し，次のように述べる。
　残酷悲痛としかいいようのない光景である。種々雑多で泥だ
らけの服を着用し，大きすぎる木靴を履いた連中が街路のなか
を徘徊する。武器をもつ者はごく僅か。その武器はどんな状態
にあるか？　土と錆で汚れており，おそらく役に立たないだろ
39	Grand	état-major	prussien,	La guerre franco-allemande de 1870-1871, op. cit.,	p.	753.
40	Ibid.,	p.	754．
41	Cf.	Serreau,	René,	L’Armée de la Loire,	p.	209.
42	Ibid.
43	Ibid.
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う。
　アメリカとイギリスに発注された武器は12月中にブレスト港に到着し
た。レミントン銃とスペンサー連発銃と騎兵銃がそれである。ブルター
ニュ遊動隊は戦艦エリエから陸揚げされたスプリングフィールドを受け
とった。遅参者に貰い少なく，あてがわれた最悪の銃の面倒な操作に馴
れる暇さえなかった44。
　フリードリヒ = カール軍はオルレアン近辺におり，メクレンブルク
大公軍はシャルトルに駐屯していた。独軍にも疲労困憊の色濃く，病気
が蔓延し，厳冬への備えもなかったため，しばらくのあいだ給養を要し
た45。こうした事情が年末か年初にかけての時ならぬ休戦の背景をなし
ている。
　 1 月 1 日，王太子は 4 個軍団と騎兵 3 個師団を率いてル・マンに進出
するよう命令を受けた46。同軍は 1 月 4 日に出発した。その実数は予備
軍とパリからまわされた部隊で増強された。それでも戦闘員の実数は8
万を超えなかった。占領地を確保し，糧秣倉庫を防護するために広大な
地域をカヴァーしなければならなかった47。補給にもてまどった。左翼
ハルトマン将軍率いる分遣隊が，軽い砲撃ののちにトゥールを占領する。
抵抗はなかった。同軍は前進するにつれて警戒を強めた。灌木の林がゲ
リラに好つごうであったし，住民たちは孤立した斥候を襲った。
　シャンジー軍は攻撃を受けるまで動かなかった。シャンジーはブルバ
キとの連携作戦を希望したが，ボルドー派遣部がこれを認めなかった。
そこで，シャンジーは独力で独軍を相手にしなければならないことを悟
44	Roth,	Francois,	op.	cit.,	p.	341.
45	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	83;	Serreau,	
René,	L’Armée de la Loire, op. cit.,	pp.	213-214.
46	Grand	état-major	prussien,	La guerre franco-allemande de 1870-1871, op. cit.,	749.
47	Ibid.
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る。それゆえに給養に時間がかかったのである48。しかし，フリードリ
ヒ = カールはなおも攻撃をためらう。自軍の給養がまだ不完全であるだ
けでなく，起伏が多く灌木の林で区切られた地形が騎兵隊の展開と砲兵
隊の活動を邪魔する。しかし，敵の陣容建て直しを放置しておくわけに
もいかず，フリードリヒ = カールは進撃を開始することにした。
　 1 月 7 日の独軍の布陣をみると，ノジャン・ル・ロトゥルーからサ
ン = タマンまで南北に大縦陣を成していたが， 9 日になるとこの縦隊
は西進し，ラ・フェルテ・ベルナール（右翼）からラ・シャルトル（左
翼）まで達している49。同日夕刻には先鋒の第 6 師団はル・マンの15キ
ロメートル地点まで迫る50。シャンジーは全軍に戦闘態勢につくよう命
令。かくて，翌10日に戦闘が始まった。前夜から雪が降りつづいていた
が，その日は年末年始ほどの寒さではない。アメリカの新聞記者は，「お
よそ 5 平方キロメートルほどの広がりをもつ戦場はチェスボードに似て
いる。白目は雪で覆われた畑地に相当し，黒目は灌木の森に相当する」51
と報道。独軍は敵の最前線に襲いかかるが，決定的な勝利を挙げえなか
った。砲兵隊が敵の海兵隊によって威圧されたからである。戦いは夜ま
で続いたが，勝敗は決せず，翌日にもちこされた。
　11日の朝は一転して厳寒，降り積もった雪のせいで辺り一面，白色の
世界が開ける。今日が決戦となることを覚悟したシャンジーは主な防御
陣地を視察し，兵士を激励した52。この日の戦いはオヴール高地の争奪
戦が中心となった。仏軍左翼ジョレース軍団はメクレンブルク大公軍と，
右翼ジョレギベリー軍団は王太子軍とそれぞれわたりあう。午後 3 時に
均衡破れ，仏軍は後退しはじめ，独軍はオヴール高地の攻略に成功。こ
48	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	pp.	83-84.
49	Grand	état-major	prussien,	La guerre franco-allemande de 1870-1871, op. cit.,	pp.	776,	
784.
50	Ibid.,	p.	796.
51	Roth,	François,	op. cit.,	p.	341.
52	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	85.
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こが奪取されては自軍の中央と左翼が窮地に陥るとみたシャンジーはオ
ヴール高地の奪還を命令。独軍の猛射の中でのジュアール将軍の果敢な
銃剣突撃で同高地は奪還された53。このようにして11日は日暮れととも
に戦闘は終わった。まだ仏軍は負けていない。しかし，シャンパニェが
独軍の手に落ちていた。
　 1 月11日から12日にかけての夜が勝敗の分け目となった。仏軍の破綻
はコンリー兵営のブルターニュ遊動隊から生じた。夕刻 8 時半，ラ・テ
ュイルリーを守っていた同遊動隊が恐怖心からパニック状態に陥り，一
斉に逃亡しはじめる。ラ・テュイルリーは重要地点だった。ジョレギベ
リー提督は夜を徹して態勢立て直しに腐心した。この時のシャンジーと
提督のやりとりはドラマティックである。
ジョレギベリー：「私はこの嘆かわしいニュースを落手しまし
た。ラ・テュイルリーの奪還に失敗しました。
兵士たちは最初の銃撃で潰走しました。」
シャンジー：　　「そのうち貴殿の部隊は悔い改め，自信を回
復するでしょう。そうすればすべてが丸くお
さまる。」
ジョレギベリー：「私に即時の退却命令を下していただきたい
のですが。」
シャンジー：　　「私は血の出るような痛みを感じます。しか
し，貴殿 ― 私がもっとも頼みとする貴殿 ―
がもう戦えなくなったと宣言する以上，退却
53	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	87;	Serreau,	
René,	L’Armée de la Loire, op. cit.,	p.	217.
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は止むをえないでしょう。私は譲歩しましょ
う。」54
　他の軍団長も，退却はもはや避けられないと回答してきたため，シャ
ンジー将軍は全軍に撤退を命じた。それが重大な結果に結びつく。退却
命令が下されるやいなや，兵士らは我先に逃亡しはじめる。退却にはサ
ルト川とユイヌ川の橋を防衛しなければならず，それゆえ 1 月12日の戦
闘は後衛（ジョレース軍）による市街戦となった。シャンジー軍本隊はル・
マンから脱出に成功したが，そこからまた新たな苦難が始まった。シャ
ンジーはアランソン方向へ（つまりカランタン線まで）の退却を希望し
たが，だが，ボルドー派遣部はマイエンヌおよびラヴァルで止まるよう
命じた55。
　マイエンヌに到着したのちもシャンジー軍は戦闘を続けた。15日はシ
レ = ル = ギヨーム，サン = ジャン = シュル = エルヴ，アランソンにおい
て，18日はサント = メレーヌ（ラヴァルの手前）においてである。その
10日後に休戦協定が成立するのだ56。
　仏軍の被害は 2 万 6 千，そのうち死傷者は 6 千，残り 2 万が捕虜であ
る57。フリードリヒ = カール軍にいた『タイムズ』紙の通信員は，教会
に集められた捕虜の数の多さにびっくりした。独軍は勝利したとはいえ，
かなりの死傷者を出した58。モルトケの『回想録』では第 3 軍団だけで
兵卒3,200，将校200とある。とくに機関銃の斉射による被害が大きかっ
た。モルトケのこの箇所の記述にも「機関銃」という用語がたびたび出
てくる。くだんの『タイムズ』紙の通信員は，「シャスポーと機関銃は
使い方のわからないときは何でもないが」と書き添えた。
54	Serreau,	René,	L’Armée de la Loire, op. cit.,	p.	217.
55	Ibid.
56	Ibid.
57	Mémoire	du	Maréchal	H.	De	Moltke,	La guerre de 1870, op. cit.,	p.	362.
58	Roth,	op. cit.,	p.	342.
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　シャンジーはともかく巧妙な作戦によって軍を壊滅から救った。公表
された至急報の中でガンベッタは「ブルターニュ軍のパニック」につい
て語った。しかし，このコメントは保守派からの抗議の嵐を巻き起こし
た。かくて，派遣部政府と王党派との城内平和は終わった。この不幸な
局面に関して政治的論争はその後長くつづくことになる。じっさい，シ
ャンジー軍は惨めな状態にあった。「退却」というと聞こえはいいが，
本当のところは大潰走であった。独軍が14日，空になったコンリー兵
営に足を踏み入れたとき， 8 千挺の銃と500万発の弾薬その他を発見し
た59。『タイムズ』紙の記者はさらに書く。
　私が今日見た軍隊の状態は嘆かわしかった。錆びついた武器
は使用に堪えなかった。何人かは靴を履かないで行進し，大多
数の者はへとへとになり，騎兵は歩兵よりもっと惨めで最悪の
状態にあった。しばしば馬の前進を助けているのが騎兵という
ありさまであった60。
　ジョレース提督は数年後に述懐する。
　私の周辺にいる兵士の士気阻喪ぶりがあまりに酷かったの
で，ここに長く止まるのが危険なぐらいだった。残念なことに，
退却しつつ戦わねばならなかったのだ。…私が就役した39年間
の軍人生活で，こんなに痛ましい状態に陥ったのは初めてのこ
とだった。
　フリードリヒ = カール軍は 1 月12日の午後になってル・マンに入城し
た。強風が吹いていた。兵士は大急ぎで家の中に入り，熱いスープを求
59	Mémoire	du	Maréchal	H.	De	Moltke,	La guerre de 1870, op. cit.,	p.	364.
60	Roth,	op. cit.,	p.	342.
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めた。ル・マンとその近郊でフリードリ = カールは兵士を休ませ，食糧
を調達しなければならなかった。戦闘前と比べると兵員はかなり減り，
このまま戦闘を続行することは不可能になっていた。従軍した兵士クレ
ッチマンは憂鬱だった。
　私は多くの知人，友人と会ったことがある。そこにいるはず
の彼らは引き払っていた。心を締めつけられるような光景が眼
に入った。白い雪の上に赤い血痕が点々と続いていた。一歩ご
とに彼らは永遠の眠りに就くのを待たねばならなかったのだ。
…寒さ，飢え，長い行進，死と傷は，神の恩寵と愛国心に基礎
をおく義務の感情を動揺させる。61
　シャンジーもまた，俄か仕立ての兵士では戦闘続行はうまくいかない
と考え，ラヴァルで再編することにした。彼は，北部軍または東部軍が
敵を悩ませれば主導権を掌握できるものと考えた。フリードリ = カール
軍の右翼で展開中のメックレンブルク大公がアランソンを陥落させ，次
いでベルネーを経由してルーアンに進出。仏軍はブルターニュおよびバ
ス = ノルマンディに追いやられた。
　急いでカランタン線が増強された。周辺住民はすべて平和を願ってい
た。証拠はたくさんある。ジロンド県の義勇兵部隊長は見聞録に記して
いる。
　レンヌ以遠は住民の精神状態は良好。ノルマンディに近づく
につれて戦意は落ちていく傾向にある。カーンで住民は『プロ
イセン軍に死を！』とは叫ばない。…シニシズムと臆病風がど
こでも吹き荒れている62。
61	Ibid.,	p.	343.
62	Ibid.
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　ル・マンからの難民がモルビアンまでの西部全体に溢れた。ナントで
も敵侵入の恐れが生じた。王党派のビラは公然と平和を要求し，共和派
は意気消沈し，中には和平を唱える者も出てきた。それまで抵抗運動の
忠実な支持者だったルネ・ワルデック = ルソーすらも和平派に転じた。
厭戦の雰囲気がどこでも蔓延する。市町村は重い軍税を負担しなければ
ならなかっただけにとどまらず，住民の失業と飢饉に対処するため多額
の福祉出費を強いられていた。軍事徴発を免れる市町村も出る。不服従
者，徴兵忌避者，脱走兵が続出した。ガール県では国民衛兵大隊の先発
隊が出征したとき，その士気は見るも哀れな状態にあった。800の兵士
のうち半分が出発したが，残り半分は脱走した63。
　ステファヌ・オードワン = ルゾーは著書『1870年，戦時下のフランス』
の中で，住民が抵抗の呼び掛けにも一向に気乗りしない数多い事例を挙
げている。
第 5 章　北部軍とフェデルブ
　11月28日，アミアンが陥落したのち北部軍はアラスめざして退却の一
途を辿ったが，ドイツ第 1 軍（マントイフェル将軍）は「勝ったらすか
さず追撃に移る」という戦闘鉄則を実行しなかった。降雪の中での敵瓦
解で，自軍が騎兵を出撃させてさえいれば簡単に殲滅できたにもかかわ
らず，そうしなかったのである。というのは，マントイフェルは大本営
から別の指令を，つまり，アミアンを落としたらすぐにルーアンに軍を
進めるよう命じられていたからだ。モルトケにとってアミアン占領は二
の次で，パリ西方にいる敵兵を掃討し，パリ包囲を固めることのほうが
重要だった64。実をいうと，大本営は誤った情報にもとづいて作戦命令
63	Ibid.,	p.	344.
64	Lehautcourt,	Pierre,	Campagne du Nord en 1870-1871, Histoire de la Défense nationale 
dans le Nord de la France,	1886,	p.	80.
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を下していた。それは，ノルマンディに駐留する仏軍（西部軍）は 4 万
4 千で，うち 1 万 1 千が正規軍であり，94門の大砲を備えているという
ものだった。しかも，大砲のうち幾つかは性能にすぐれた要塞砲だとい
う。これは誇大情報で，実際はブリアン将軍がルーアンおよびその近辺
で率いていたのは，臨時に掻き集められた 2 万 2 千人と大砲32門にすぎ
なかった65。
　フォン・ゲーベン指揮するプロイセン軍右翼はパリの北部を警戒する
ためソンム川に沿って陣地を築く。左翼マントイフェル軍は12月 5 日，
ほとんど抵抗を受けることなくルーアンに入城。追い出されたブリアン
軍がセーヌ川沿いに下って退却しル・アーヴルに移動したことは前に述
べた。しかし，独軍大本営はここでも誤報に惑わされ，この国際的商港
の攻略を怠った。なぜなら，ル・アーヴルは，ブルターニュで形成され
つつあるロワール軍にとって，英米から届く軍需物資の中継港であった
からである66。
　ルーアン撤退の前日の12月 4 日，アルジェリアから召喚されたルイ・
フェデルブ将軍が北部軍の司令官に着任した。当年52歳になる彼は理工
科大学校卒のエリートである。それまでの経歴の大半はアルジェリアや
アンティーユ，セネガルなど植民地の駐留軍にいて，外戦の経験をもた
なかった。不衛生な植民地で多年過ごしたことにより彼は健康を害して
いた。リール生れで北仏の事情に通じていたことと，共和主義者である
ことを買われての抜擢だった67。ガンベッタは彼に「貴殿にすべてを任
せる」と言った。
　フェデルブは最大で 5 万 ― 実数は 4 万程度か ― の兵士を受け取った
が，その一部はまだ戦闘できる状態になかった。フェデルブは，状況が
65	Rolin,	Campagne de 1870-1871, La guerre dans l’Ouest,	Paris,	Plon,	1874,	406	p.
66	Lehautcourt,	Pierre,	Campagne du Nord en 1870-1871, Histoire de la Défense nationale 
dans le Nord de la France,	1886,	p.	81.
67	Ibid.,	p.	84.
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きわめて悲観的であるのを悟った。しかし，彼は兵士の動かし方を心得
ていたし，非常に人望があった。司令官に就任するやいなや , ただちに
全軍に対し「決死の覚悟，訓練励行，厳格な規律」を要求した68。これ
らの要素は仏軍において最も欠けていたものであり，それがクリミア戦
争以来のひとつの伝統となっていたといってよい。彼が軍規を何よりも
優先させたことは，北部軍が他の抵抗軍と較べ，最も効果的な戦いを展
開する基礎となった。彼は寸暇を惜しんで訓練に訓練を重ねた。ソンム
川に陣取る敵兵によって分断され，北部軍がフランスの他の地から孤立
していたため，フェデルブは行政官としての手腕も発揮しなければなら
なかった。努力を重ねたにもかかわらず，装備と衣類の不足はどうにも
ならなかった。というのは，付近一帯は占領軍がすでに徴発を終えたあ
とで，供出すべき資材に事欠いたからである。それゆえ，悪名高い厚紙
製の軍靴はここから生まれたのである69。
　フェデルブは軍を 2 軍団（第22軍団と第23軍団）に分割し，それぞれ
をルコワント将軍とポーズ・ディヴォワ将軍の指揮下においた。フェデ
ルブ作戦の要は機先を制しての攻撃にあり，この点でも他の抵抗軍に較
べ異色だった。司令官として指揮をとった 3 日目の12月 8 日には早くも
出撃を開始した。翌 9 日，彼はアム要塞を落とすと，時を置かずラ・フ
ェールに進撃した。ここは27日に落ちたばかりで，そこに駐留する独軍
守備隊は仏軍の急襲をまったく予想していなかった。狼狽した同隊はマ
ントイフェル本隊に救援を求め，慌てて撤収を開始した。次いで，フェ
デルブはラ・フェールからアミアンに向け軍を進めた。アミアンを守っ
ていたフォン・ゲーベンはこの突発事を仏軍の攻撃力の回復と受け止め，
同将もここを撤退70。急を知って駆けつけたマントイフェルは 2 日後に
68	Ibid.,	p.	85.
69	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	94.
70	Ibid.,	p.	95.	当時，ソンム川右岸にあってアミアンを見下ろす位置にあった城砦は
まだ仏軍支配下にあった。フェデルブ軍がアミアンに接近したのをこの城砦からの砲
撃の予兆と勘違いしたため，独軍は撤退したのである。
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この町を難なく再占拠した。
　フェデルブはソンム川の右岸を進み，その支流アリュ川を挟み敵と対
峙した。そして，その一部を誘い込み，ポン = ノワイエルで交戦（12月
23日）。寒く霞のかかった朝，12月中旬にしては暖かな日だった。午前
8 時半に戦端が開かれるやいなや，激しい争闘となり，戦いは終日続い
た。火力において劣る仏軍はプロイセン軍を撃退できなかったし，プロ
イセン軍も，アリュ川左岸の高地上に陣取る敵を落とせない。冬の夜は
早く，16時30分に陽は落ちた。こうなると，両軍その場で野営せざるを
えない。その夜は気温が零下 7 ～ 8 度にも下がった。仏軍側には暖をと
るべき薪もなければ，凍結したパン以外に食糧はなかった71。南仏出身
の兵士ルイ・ジャンスールは生き地獄のもようを記している。大地に寝
転ぶ遺体は凍結する。雨覆いをつけた車両が負傷者と袋を積んだまま道
端に横転し，壕に落ちた馬はそこで死に絶えている。生者を救出するた
めに呼びかけると，どこからも返事がない。その晩，負傷者の回収が遅れ，
1 時間以上ものあいだ，厳冬の中の戦場に放置されたままだった72。
　翌24日，マントイフェル軍が増援を受けたという報告を耳にしたフェ
デルブは退却したほうがよいと判断。同軍はプロイセン側がまったく気
づかないうちに戦場を離脱。アラスとドゥエのあいだまで軍を後退させ，
ここで給養を受けるとともに軍を再編した73。フェデルブは斥候を出し，
アラス近辺の敵情査察をしたのち，ペロンヌの防衛のために南進を再開
した。零下20度の厳寒と降雪により道路が掻き消えた中を突き進み， 1
月 3 日，同軍はゲーベン軍とバポームで交戦するにいたった。全戦線で
仏軍の完勝に終わったが，フェデルブはこの戦勝を拡げるための手段を
もたず，またもや戦闘を中止し，一時退却しなければならなかった。こ
れはペロンヌ要塞を不吉な運命に追いやった。ペロンヌはソンム川の左
71	Ibid.,	p.	96.
72	Roth,	op. cit.,	p.	343.
73	Lehautcourt,	Pierre,	Campagne du Nord en 1870-1871, op. cit.,	p.	123.
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岸に通じる戦略上の要衝で，ここがプロイセン軍に抑えられると，北部
軍の南進は不可能になってしまう。フェデルブは 3 たび軍を再編し，糧
食弾薬の十分な補給を終えると，包囲された状態のペロンヌ防衛のため
に再出撃した74。
　フェデルブ軍の将校の中にルイ・アルファンという砲兵中尉がおり，
彼は控え目ではあるが感動的な手記を残した。26才のこのメッス出身で
理工科大学校卒の若き将校は，故郷の母と姉妹宛てに手紙を送った。こ
れは彼の死後に発表された。彼が参戦したのはブザンソンの留守部隊に
おいてであり，次いでスダンで戦いがおこなわれたときにはメジエール
にいた。そういうわけで 2 か月の間，彼は戦いらしい戦いを味わってい
なかった。
　母上殿，私がここでどのような苦痛を味わったかおわかりで
しょう。戦いのあるところはどこでも，そして絶望的な努力の
続けられるところはどこでも，共和主義の息吹が私の魂を揺す
ぶるとき，私は小要塞の壁の中に閉じ込められ，軍当局の最も
さもしい，最も無知な，最も無能な葛藤に悩まされつづけまし
た。聾同然の，無能で，間抜けの，児戯の類いの戦法しかでき
ない将軍，彼の後ろには学者の将校がいます。だれのための兵
士か，だれのための司令官かがわかっておりません。それゆえ，
私はいつも反抗的であり，いつも立腹しています。私はほとん
ど絶望の縁に立っています。ああ悲しいかな，どこでもこんな
ありさまです。帝政が共和政に遺したものとはこれです。救国
のためにわれわれは何をなしえましょうか？
74	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	97.	ソンム川
の中州にある要塞都市ペロンヌは12月27日から完全包囲の状態におかれていた。Cf.	
Lehautcourt,	Pierre,	Campagne du Nord en 1870-1871, op. cit.,	pp.	141-151.
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　ルイ・アルファンはバポームの戦いにも加わった。彼の砲兵隊の損傷
はひどかった。
　プロイセンの至急報を信じてはなりません。軍は無疵でわが
軍の装備は万全です。私の砲兵隊は輝かしい戦功を挙げました。
が，わが軍は 4 分の 1 の兵士を失いました。私は軍団司令官か
ら十字勲章を受けました。やるべき仕事に忙殺され，手紙を書
く暇がありません。私が無事でいる，とあなたに言うのは無用
でしょう。運命の女神が私を守っております。
　プロイセン軍の大嘘つきが何と言おうと，われわれは彼らの
陣地を奪取しましたし，その勝利は完璧です。われわれはバポ
ームを戦火から守るために，この町に滞在しています。 2 ～ 3
日の休養ののちわれわれは再出撃します。私の砲兵隊はひどい
被害を被っています。 2 日間ずっと英雄的な戦いを繰りひろげ
たのです。砲兵隊を再点呼するたびに涙を禁じえません。点呼
をすると， 9 人の下士官のうち 5 人！が戦闘不能に陥り，123
人の兵卒のうち48人！がやはりそういう状態にあるのを知るの
です！　私の老いた牝馬はまだ立っています。しかし，この馬
は軽い傷を負っています。 2 日間の戦闘は文字どおりの死闘と
なりました。最大の難儀は極限にまできた厳冬です。…75
　 1 月 9 日，死闘の末にフェデルブはバポームを奪還した。しかし，翌
10日になってペロンヌが陥落し，そこにプロイセン軍が進駐したことを
知らされた。こうなっては，ペロンヌを通過してそのまま真南に下りて
パリに向かうという作戦計画は変更せざるをえず，フェデルブはアミア
ン経由での南進計画に切り替え，アミアンの再攻略を考えた。しかし，
75	Roth,	op. cit.,	pp.	346-347.
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ちょうどそのときボルドー派遣部のフレシネは彼に，パリを包囲してい
る敵兵の大部分を引きつけよ，それが無理な場合には少なくとも，パリ
包囲軍への援兵を妨げるよう命令した。方法は任せるということだった。
要するに，近く始まるパリの出撃戦を念頭においた派遣部はフェデルブ
軍の加勢を要求してきたのだ76。
　しかし，フェデルブは自軍を信頼していなかったし，じっさい，激闘
の連続で軍隊内に不穏な空気が流れはじめていた。動員された国民衛兵
がダンケルクとハゼブルックで暴動を起こした。一方，脱走と不服従が
頻発し，不安な状況が生まれていた。時を同じくして，ボルドーに退却
した派遣部内においてもガンベッタ，政府委員テストゥラン，ノール県
知事ルグランの間に深刻な対立が発生。後二者は県会の解散命令の実行
を拒否し，彼らは辞職を申し出た。テストゥランはともかく，少なくと
もノール県知事は更迭せざるをえなくなった。この微妙にして危険に晒
されたポストにガンベッタは配下のひとりポール・ベールを任命した。
彼は元のヨンヌ県事務総長であり，オセールが占領された後ボルドーに
来ていた。新知事はイギリス経由で任地に向かわざるをえなかった。彼
は 1 月20日リールに到着したが，ちょうどそのときサン = カンタンの敗
報を聞かされることになる77。
　一方，命令を受けたフェデルブはサン = カンタンをめざす（ 1 月16日）。
彼はソンム川を渡るのが難しいため，大きく東に迂回しオワーズ渓谷に
沿ってパリに向かおうとしたのだ。フェデルブ軍は，プロイセン軍が撤
退したあとのサン = カンタンを解放した。マントイフェル将軍はブルバ
キ軍の征伐のために一時的に持場を離れていた。代わってドイツ第 1 軍
の指揮をとっていたのはフォン・ゲーベンである。彼はフェデルブの意
図を知らなかったが，ヴェルモンで仏軍を攻撃し損害を与えた（ 1 月18
日）。この小競り合いを通じてゲーベンは，目前にいるのは敵主力であり，
76	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	97.
77	Roth,	op. cit.,	p.	348.
横浜市立大学論叢社会科学系列　2014：Vol.65　№ 1・2・3
180
本腰を入れて戦わねばならないことを悟る。一方，パリへの道を急ぐフ
ェデルブはここでの会戦をけっして望んでいなかったが，近くに拠るべ
き要塞もなく，もはや進退窮まったことを悟り，挑戦を受け入れた78。
　プロイセン軍はサン = カンタンの南方でフェデルブ軍を迎えうち，か
くてソンム川の両岸で激戦となる。時に 1 月19日。その日はたまたまパ
リのビュザンヴァル決戦と重なったが，フェデルブはそれを知る由もな
い。当初は互角だったが，ゲーベン軍は鉄道によりパリ（包囲軍）から
続々と運ばれる増援軍と大砲の支援を得て，しだいに優位に立つ。戦い
は夜まで続いた。窮地に陥ったフェデルブは全軍に対し，北仏の軍事要
塞への退却を命じた。北部軍はヴァランシエンヌ，カンブレー，アラス，
リール方面に散り散りになって退却した。プロイセン軍にもう少しばか
りの大胆さがあれば，北部軍が壊滅した可能性がある。この戦いで仏軍
側に 3 千の死傷者と 7 ～ 8 千の逃亡者が，独軍側に96人の将校と2,300
の死傷者が出た79。ガブリエル・アノトーは書いている。
　フェデルブ軍は後退しながら戦ったが，その後には戦場に死
傷者が累々と残る。…これほど恐ろしい光景はなかった。平原
と丘は，砲兵隊と運搬車の深く幾筋もの轍の跡を除けば，見渡
すかぎり白雪で覆われていた。地上に横たわる兵士たちは黒い
斑点を成していた。近づいて見ると，広大なシーツ上に血染め
のバラバラの斑点である。ところどころに完全に立てに寝かさ
れているばあいもある。…干草の後ろ，干草の山のまわりに，
集団が積み重ねられていた…。
　カンブレーを訪れた『レトワール・ベルジュ（ベルギーの星）』紙の
記者は次のような観察録を残した。
78	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	98.
79	Ibid.
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　腰帯のところまで泥で覆われた孤兵がへとへとになり，栄養
失調で青ざめた顔色をして苦しそうにとぼとぼと歩いていた。
…彼らの大多数は裸足で行進している！　もはやまったく兵士
とも思えない。どれだけか希望を与えた，この勇気ある北部軍
はもはや残骸でしかないのだ。（ 1 月20日）。
　フェデルブ軍はあらゆる攻撃手段を失い，ノール県の要塞に撤退。し
かし，「もはや残骸でしかない」北部軍は 3 週間後には不死鳥のように
甦り， 2 月12日の最後の戦闘態勢に就くのだ。ゲーベンはこれを妨害し
たり，とりわけ人口周密地帯を統治したりするに十分な手段をもってい
なかった。彼は討伐のために騎兵隊をカンブレーとヴァランシエンヌに
送ったが，仏軍の蘇生源を根絶できなかった。
　だが，さすがの北フランスにも厭戦の気運が拡がるのは避けられなか
った。住民は占領を恐れるようになり，動員兵の脱走が相次ぐ。フェデ
ルブに一縷の望みを託していた共和派の政府委員テストゥランは敵対行
動の停止を要求した。保守派は和平交渉の開始を公然と口にするように
なる。こうした民心変化に驚愕したガンベッタは自らリールに赴く（ 1
月21日）。彼は住民に向かい，あと 3 か月ほどの辛抱を要求する。リー
ルの住民がこの要求に賛同を表明したとしても，それは表向きのことで，
心底ではほとんど逆のことを考えていた。当地の名士はどうかというと，
ガンベッタに反対する彼らは県庁で厳しい応酬を交わした。占領と徴発
の脅威を受けたノール県の住民の大多数はこのように和平に傾きつつあ
った。
　北部軍はロワール軍と同じく，記録的な厳冬という気象条件のもとで
兵数・物量ともに不利なまま，圧倒的に優勢な強敵に対し果敢に抵抗し
たという意味でフランスの軍事的名誉に貢献した。ロワール軍のほうは
連戦連敗つづきだったが，北部軍はそうでもなかった。とくにその奇襲
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攻撃は何度かプロイセン軍の心胆を寒からしめた。フェデルブは戦後，
ダンフェールロシュローと並んで，フランスはもとよりドイツにおいて
も勇将として名を轟かせることになる。
　だが，北部戦線は交戦国双方にとって第 2 戦線にすぎなかった。フラ
ンスにとって北部軍はパリを包囲から解放するための牽制的役割を与え
られたにすぎなかった。一方，パリ攻略を主目標とするドイツにとって
も北部戦線は，パリの北側に陣取る包囲軍の安泰を図るためのものであ
り，ソンム県を制圧することで満足していた。要するに，北部軍を壊滅
すること（自軍の消耗も大きくなる）よりも，同軍をパリに接近させる
ことなく，北フランスのどこかに釘付けにしておけばよいとする作戦だ
った。独軍はそれを確実なものにするため，アミアン～ラン～ランスを
繋ぐ鉄道線の制圧を重視した。こうしておけば，本来的に交戦軍双方に
物資補給の可能性をもつピカルディとイル = ド = フランスの穀倉地帯が
占領軍の懐に転げ込んでくるのである。
第 6 章　ブルバキの東進
　われわれは前に，12月 6 日にロワール軍が改組され，第 2 次ロワール
軍と東部軍に分割され，それぞれシャンジー将軍とブルバキ将軍に指揮
を委ねられたところまで述べた。後者の東部軍は東フランスにおいて本
格的な戦闘を経験することになる。
　東部軍の構成は最初，第15軍団（マルティノー・デ・シュネー将軍），
第18軍団（ビヨー将軍），第20軍団（クランシャン将軍）であり，次い
でリヨン付近で結成された第24軍団（ブレソール将軍）が加わった。こ
の他にクレメール師団がいた。総勢14万，大砲370門である。オルレア
ン攻防戦で激戦を戦いぬき，損傷著しい第15軍団は当初，給養と増員を
兼ねてブールジュに駐屯していたが，12月末以降，本隊に合流すること
になった。数こそ立派だが，促成の軍隊に付きものの装備不全，補給軽視，
訓練不足，軍規無視の弊は跡を絶たなかった。この戦争において最も曖
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昧で，最も厳しい遠征行動ですでに始まってしまった作戦行動が前後の
脈絡なく戦闘停止に追い込まれたのは，根本的には窮乏に起因する士気
阻喪のせいである。
　司令官ブルバキは勇気があり，献身的で公明正大な人物であったが，
自分に委ねられた責務の大きさと，それを履行するうえでの条件の無さ
に驚愕するばかりであった。そして，へースティングスで皇后と会見し
たことについての中傷に苦悶しつづけていた。彼はガンベッタに釈明し
たが，疑念が完全に晴れたとはいえなかったし，フレシネのほうははっ
きり疑っており，監視役としてブルバキの参謀部に腹心ド・セールを付
けた。ド・セールは司令官の命令をときどき修正し，それでいて責任を
とるようなことはない。ブルバキが頼りとしたのは副官ルペルシュ大佐
だが，重要な役回りを演じることはなかった。ビヨー将軍はブルバキを
無視して派遣部と直接的に連絡を取った。最近，昇進したばかりの将軍
たちの多くは責務を果たすにはあまりにも経験不足だった80。このよう
にして，東部戦線での攻撃作戦の立案と採用において決定的役割を演じ
たのはフレシネである。
　このような軍隊に多くを期待するのはしょせん無理というものだが，
真の司令官ともいうべきフレシネは軍事については素人だった。すべて
の作戦を，あるべき理想の観点から考案した。フレシネとブルバキの齟
齬は前者の司令官就任と同時に始まる。フレシネはブルバキにアルザス
奪還とパリ～ドイツを繋ぐ鉄道線の統制を命じた。ブルバキはそれを無
謀と考え，大それた幻想に酔うことなく，ベルフォールの包囲を解くこ
とを主張。しかし，フレシネ陸相の命令を拒否するわけにはいかず，こ
れに従うことになるが，それをみる前に東部戦線の状況を大雑把にみて
おく必要があろう。
　抵抗の拠点は 4 か所あった。ベルフォールとラングルの 2 つの要塞守
備隊， 3 番目はオータン近辺で編成中の 4 万の軍隊で，その半分はガリ
80	Serreau,	René,	L’Armée de la Loire, op. cit.,	p.	221.
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バルディが率い，もう半分はペリシエ将軍が率いていた。最後がリヨン
の付近で少なくとも 1 万の兵力を擁するクレメール師団である。アルザ
スを解放し，敵の通信線を断つことがブルバキ軍に命じられた。
　独軍はどうか。 9 月28日のストラスブール陥落によって包囲から解放
されたヴェルダーが指揮するドイツ第14軍団がその主力で，同軍団は勢
いをかってヴォージュ地方を征圧し，戦略拠点ディジョンを占領し，パ
リ～ライン川の通信線の要シャティヨン=シュル=セーヌを抑えていた。
独軍の側からすれば，この通信線を確保すると同時に，フランス中東部
での敵軍事力の勃興を妨げることが何としても必要だった。そうした中
でラングルとベルフォールの要塞が邪魔だった。
　こういうわけで，敵の背後を突くというフレシネ戦略はそれ自体とし
て妙案にちがいないが，冬の真っ最中に大軍を山間部に向けて進めると
いう点が無謀だった。むろん，計画では徒歩行軍ではなく，鉄道輸送だ
った。すなわち，第18軍団と第20軍団を12月20日にブールジュとヌヴ
ェールから鉄道でそれぞれシャニーとシャロン = シュル = ソーヌに運ぶ
というものである。ブールジュ～シャニー間は175キロメートル，ヌヴ
ェール～シャロン間は250キロメートルもあるが，これを僅か 2 日間で
移動するという計画である。それと並行してリヨンの第24軍団を同じ方
法でブザンソンに輸送する手はずだった81。
　十数万の軍隊の輸送には機関車付きの車両が 1 千両は必要だった。だ
が，輸送発進の命令が12月19日で，実行が翌日である。準備と事前研
究はなされていなかった。P.L.M（パリ = リヨン = 地中海鉄道会社）と
P.O（パリ = オルレアン鉄道会社）の協力を得て輸送が12月22日に始ま
ったという点だけでも驚異的だった。P.L.M. は，兵員を積載した列車
をヌヴェール～ドゥシーズ～シャニー線を使って運び，次いで積荷を降
ろした空車をシャニー～ムラン～ヌヴェール線で戻すという計画を立て
81	Rousset,	lieutenant	général,	Histoire général de la guerre franco-allemande (1870-1871),	
tome	2,	p.	328.
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た。だが，時は厳寒，降り積もった雪が線路に被さり，おまけに夜は必
ず凍結するといったなかで，常時列車を走らせることができる状態では
なかった82。そのうえ，兵員のほかに，どこで降ろすかも不確かな食糧・
弾薬をも運ばなければならなかったため，線路が詰まって列車はいつも
のろのろ，大平原の真っ只中で立ち往生を繰り返す83。
　最初に第18軍団の輸送が始まったが， 2 日間で完了の予定が 8 日間も
かかった。この間，第20軍団は出発を待つため，零下12～15度の厳寒の
なか，ヌヴェール近郊のサンケーズの野原で野営しなければならなかっ
た84。ヴェドゥリーヌ遊動隊はブールジュからシャロンに行くのに 3 日
4 晩かかった。兵士は各客室に武器と荷物とともに，定員 6 人のところ
を，10人が押し込まれた。陸軍主計フリアン将軍は書く。
　警戒を常時怠ることなく，かつ，いつでも乗り込める状態で
待たされた兵士らは難儀を味わっていた。第20軍団をそうした
危機的な状況から脱出させるためにドゥシーズという小さな町
に向かわせ，そこでようやく貨車に乗り込ませることができた。
彼らがシャロンに到着したとき，まるで敗残兵のように憔悴し
きっていた85。
　12月30日，第18軍団はシャニーに，第20軍団はシャロン = シュル =
ソーヌにそれぞれ集結した。後者はさらにドールとブザンソンに向かわ
ねばならない。着工されたばかりのシャロン～ドール線は未完成で利用
できなかったために，シャロンからマコンまで南下し，そこからブール
～ロン = ル = ソーミエ経由でドールまで行くというように大迂回しなけ
82	Ibid.,	p.	329.
83	Ibid.;	Serreau,	René,	op. cit.,	p.	223.
84	Serreau,	René,	op. cit.,	p.	223.
85	Rousset,	op. cit.,	tome	2,	p.	328.;	Serreau,	René,	op. cit.,	p.	223.
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ればならなかった86。
　 3 軍団がブザンソンの近くに集結したのは 1 月 5 日。最初の部隊がブ
ールジュを発ってからすでに15日が経過していた。左翼はクレメール師
団が，右翼は第24軍団（ブレソール司令官）がそれぞれ受けもつことに
なった。ブザンソンは作戦と補給の要であり，東部軍の集中が行われた
場所である。
　しかし，第15軍団はこの日に間に合わなかった。ヴィエルゾンで再編
中の第15軍団が動きはじめたのは年明けの 1 月 4 日，全軍団が目的地に
降り立ったのは 1 月16日である。この軍団はロワール戦線での激戦で消
耗が激しく，さらに再編がうまくいかなかったため兵数がかなり減って
いた。
　ブザンソン近辺での独仏激突をみる前に，その前哨戦となった戦闘を
みておこう。ヴェルダー軍は，カミーユ・クレメール将軍によって指揮
された遊動隊によりニュイ = サン = ジョルジュで 2 度の会戦を強いられ
た（11月30日と12月18日）。最初の戦いは，ボーヌに向かっていた斥候
隊がニュイで，葡萄畑に隠れたクレメール旅団の急襲を受けて始まり，
独軍はディジョンに撤退した。
　二度目の戦いは，リヨンから来た増援部隊を得て12,500人に増えたク
レメール師団と，ボーヌに向け進軍中のバーデン師団14,000人（グリュ
メル将軍）のあいだで繰りひろげられた戦闘である。兵数と火力に劣る
仏軍だったが，気力で踏ん張り，後ろに退かなかった。グリュメル公を
はじめ複数の将校が負傷したのを機に，バーデン軍はディジョンに引き
揚げた。クレメール軍も一旦はボーヌに撤退し，ここで陣容を建て直す
とすぐさま再出撃しようとしたが，ボルドー派遣部の「ブルバキ将軍の
到着を待て」という命令で当地に踏みとどまった87。しかし，どういう
わけか，クレメール師団とヴォージュ軍（ガリバルディ）はブルバキの
86	Ibid.,	p.	329.
87	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	pp.	105-106.
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指揮下におかれなかった。これは重大な誤りであり，その結果，これら
両軍はやがて悲劇的な結末を迎えることになる。
　一方，ディジョンに引き揚げたヴェルダー軍はすぐにこの町を撤退し，
ヴズールとグレーの周囲に移動。両地点のほうが支援と物資をより容易
に受け取れることが期待されたのである。この退却に乗じて派遣部はヴ
ォージュ軍をディジョンに進出させ，ここで遊動隊の増強を受けさせた。
　ブルバキが自由にすることのできたのは総勢14万，大砲378門。対す
る独軍は 4 万 5 千と146門しかもっていない。数だけをとってみると，
仏軍のほうが圧倒的優位に立っていることになる88。仏軍にはそのほか
に，ベルフォール要塞，ラングル要塞，ブザンソン要塞に立てこもる守
備兵もいるのだ。
　話を 1 月初旬のブルバキ軍に戻そう。同軍は 1 月 5 日にブザンソンを
発ちベルフォールをめざした。ベルフォール要塞を解放するためである。
同要塞は12月 3 日から包囲軍により砲撃を受けていたが，ビクともせず，
包囲軍のほうが却って危険な状態に陥っていた。ブルバキは目的地に行
くのに，ソーヌ川とドゥー川の中間を流れるオニョン渓谷を通ることを
選んだ。急峻な地形のほうが敵の砲撃をかわすのに好つごうと判断した
のである89。だが，それゆえにブルバキ軍の行軍は艱難を極めた。曲が
りくねった山道は凍りつき，兵士はもとより大砲を引く馬が何度も滑っ
て転び，そのたびに引き起こさねばならなかった。こうしたことを連日
繰り返しながら，山を越えオニョン川に出た。第18軍団が凍結したこの
川を渡ると，ヴィレルセクセルはすぐ目前である90。
　 1 月 9 日，ヴィレルセクセルの会戦が始まる。ブルバキ軍の到着を待
ち受けていたヴェルダー軍はいたるところで塹壕を掘り，ありとあらゆ
88	Saintmarie,	Louis,	La lumière sur 1870, Mulhouse,	1908,	viii,	372	p.,	p.	316.
89	Serreau,	René,	op. cit.,	p.	224.
90	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	107.
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る家屋に銃眼を設け，高地には多数の大砲を設置していた91。戦いは夜
までつづいたが，最終的に数の上で劣勢の独軍は退却せざるをえなくな
る。だが，仏軍の完勝とはならなかった。ブルバキ軍は追撃に移るべき
ところだが，食糧と弾薬が尽きて補給を受けなければならず，ヴェルダ
ー軍をエリクールとベルフォール方向に逃がしてしまう。
　しかし，ヴィレルセクセルは，このたびの戦争で仏軍が勝利をおさめ
た数少ない戦闘のうちの一つである。ブルバキ軍が前進し，敵が後退し
たという意味で，たしかに勝利にちがいなかった。仏軍勝利という知ら
せはエピナルやナンシーまで達し，住民は有頂天になる。もう少しの我
慢だ，援軍が到着したのだ！　アルザスの包囲された町の住民は解放の
日が近いと思い，占領された町の住民は喜び，独軍兵士には恐怖の感情
が走る。グランヴィレルでは馬に馬具が付けられ，車両にも貨物が積み
込まれた。デルの占領軍は，町の入口にある大橋を破壊しはじめた。砲
兵隊の一部は浮き足立つ。数時間の間，撤退が取り沙汰されたのだ92。
　モルトケは東部戦線で異変が生じたことを知る。独軍参謀部は北仏戦
線とパリ包囲軍の増強を差し控え，増援部隊は東部に移送した。そして，
シャティヨン = シュル = セーヌを根拠地として新たな軍 6 万を興し，そ
れまで北仏戦線でドイツ第 1 軍の指揮を執っていたマントイフェルを司
令官に据えた（ 1 月 9 日）。当初はヴズールにいるヴェルダー軍と合流
させ，ブルバキ軍にあたるつもりでいたが，同軍がエリクールの戦いで
仏軍を撃退したのを知って作戦を改め，敵の退路を絶つ目的でマントイ
フェル軍をドールに差し向けた93。
　したがって，エリクールでブルバキ軍と戦ったのはヴェルダー軍のみ
ということになる。圧倒的兵力差で優位に立っていたにもかかわらず，
ブルバキ軍が大敗したのはよほどの事情があったとみるべきであろう。
91	Ibid.
92	Roth,	op. cit.,	p.	352.
93	Serreau,	René,	op. cit.,	p.	225.
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　 1 月12日，激しい降雪となり，40～50センチほど積もった。その後は
冷え込みがひどくなった。ある遊動隊員は記している。「われわれは凍
りついたパンを頬張った。その場で凍結するのを防ぐためには火が必要
だった」94，と。
　エリクールはベルフォールの西南9キロメートルに位置し，アルセー
～ベルフォールを結ぶ道路とモンベリアール～フライールを繋ぐ道路と
が交差する所に位置する町である。後者の路線に沿ってリゼーヌという
名の小川が流れている。ブルバキ軍は二手に分かれ，これら 2 つの道路
を通ってベルフォールをめざした。一方，ヴェルダー軍はフライールか
らモンベリアール間の19キロメートルに布陣。谷間の町エリクールはい
ちばん広い平地でも200メートルの幅しかない。このように狭いところ
に大軍を展開させるのは難しい。先に（ 3 日前に）到着した同軍は，電
信設備のあるブレヴィリエに参謀部を据え，当地の地形の妙を計算し高
地に大砲を据え， 4 ～ 8 メートルの高さをもつ鉄道線の土手に歩兵を潜
ませ，敵の到着を待ち伏せしていた95。
　ブルバキは14日，ファブリエ村とシュヌビエ村を支配下においた。ク
レメール師団が左翼，第20軍団と第24軍団が中央，第15軍団が右翼を成
す。クレメール師団の支援にまわった第18軍団は第20軍団の後ろに控え
る。15日夕刻における戦場図をみると，どうみても仏軍のほうが厚い布
陣を敷いているように見える96。もし彼がエリクールを制圧していたな
らば，独軍はまちがいなくベルフォールの包囲を解き，ブルバキ軍はパ
リ方向に転進できた可能性が高い。じっさい，独軍はベルフォール包囲
を解く寸前までいった。ベルフォール要塞守備兵の証言をみてみよう。
94	Roth,	op. cit.,	p.	353.
95	Saintmarie,	Louis,	La lumière sur 1870, Mulhouse,	1908,	viii,	372	p.,	p.	317.
96	Romagny,	 Ch.	 Commandant,	 Guerre	 franco-allemande	 de	 1870-1871,	 atlas	
renfermant	trente	cartes,	No	25.
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　われわれは 1 月15日の日曜日まで元気一杯だった。その日の
午前10時ころ，われわれはとつぜんエリクール方向から激しい
砲声を聞いた。皆が興奮状態に陥った。…ミトット山の頂上か
ら，ヴォードワ山に陣取る仏軍砲兵隊を見出だしたのだ。砲声
が近づいた。…しかし，夕闇が迫り，ベルフォールは解放され
なかった。心配でやきもきした後の17日，砲声は遠ざかり，や
がて聞こえなくなってしまった。…
　戦いは15日から17日まで 3 日間つづいた。15日は互角だった。仏軍の
頓挫はリゼーヌ川で生じた。そのうえ，悪天候の不運が仏軍の上にふり
かかる。降雪で悪路となったため，左翼第18軍（ビヨー将軍）の迂回行
動が妨げられ，逆に押し込まれるような陣形になった。15日から16日に
かけての夜が恐怖だった。英国人の従軍記者は記す。
　われわれが味わったのは未曾有の恐怖の一夜だった。そして，
この恐るべき災難を思い出してみるだけでゾッとする。プロイ
セン軍はわが前哨地点から僅か800メートルのところにいた。
この近距離にもかかわらず，そして，あらゆる軍事的規則をも
無視し，われわれはあらゆる生木を入れた防御用の束柴に火を
放った。これらの火のまわりで将軍，士官，兵士の階級のわけ
へだてなく，そして，すべての馬までもが等しく，凍死を避け
るため暖をとったのだ。寒暖計は零下18度を記録する。突き刺
さるような強風が台地を揺り，雪雲を払い，われわれの視界を
遮り，雪塊を残し，兵士の周囲に膝までを埋めつくすのだ。わ
れわれは背嚢の上に腰掛け，生命維持に必要な熱を求め火で足
を暖めながら夜を過ごした97。
97	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	pp.	108-109.
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　さらに不運なことに，食糧がいくつかの拠点には到着しなかった。ク
レメール師団は36時間ものあいだ何も食べていないのだ。
　16日に攻撃が再開された。仏軍の右翼と中央はまだ維持されていた。
左翼を受けもつクレメール師団と第18軍団の一部は敵を押し込むよう命
令されていた。ビヨー将軍はのちに戦いを振り返り， 7 時間も敵の猛攻
に堪えた自軍の遊動連隊の頑強さと勇気を褒め称えることになる98。
　17日にブルバキは敵の前線に対する総攻撃を命令した。しかし，成功
しない。逆に，敵の猛烈な砲撃を浴びて大損害を被り，もはや退却は避
けられない事態となった。ちょうどそのとき，マントイフェル軍が到着
し，ドール方向への退路が絶たれる危険性が出てきた99。
　ブルバキ軍が退却を開始したころ，マントイフェル軍の分遣旅団はデ
ィジョンに進み，ここでガリバルディ軍と激突。戦闘は21日から23日ま
で続いた。腰痛で騎乗できないガリバルディは馬車で戦場に到着し，指
揮をとった。ガリバルディ軍は頑強にもちこたえ，リキオッティ旅団は
敵の軍旗を奪取するほどだった。
　しかし，ディジョンで戦闘が始まり，ドールが独軍の制圧下に置かれ，
ブザンソン以南の鉄道線が破壊されたことにより，ブルバキ軍のリヨン
への退却は不可能になった。そこで同軍はポンタリエ方向への退却を決
める。ポンタリエはジュラ山中の小村で，スイス国境まで10キロメート
ルしかない。ブルバキは 1 月23日，皮肉を込めてフレシネに打電した。
　敵は明日にもディジョンを総攻撃するでしょう。ガリバルデ
ィに援軍を送ることはできないでしょうか。ガリバルディと貴
殿の間でおこなうべき無鉄砲さをおもちであれば，敵を懲らし
める好機が生まれるのではないでしょうか。
98	Ibid.,	p.	109.
99	Ibid.
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　 1 月24日，ブルバキは派遣部にポンタリエへの退却許可を求めてきた。
そこからスイス国境沿いの道路を通ってローヌ渓谷に出るというのであ
る。彼は付言する。
　貴殿が的確な情報を得たとき，貴殿は，私に与えた緩慢さと
いう非難を後悔するでしょう。兵士らは極限にまで疲労してお
り，軍馬も同様であります。…貴殿は，12月の初めから軍が味
わった辛苦をまったく知りません。私が貴殿に示すところの作
戦計画が気に入らないのであれば，私はもはやなす術を知りま
せん。現下において命令を実行することはまさしく殉死に連な
るとお考えいただきたい。…もし貴殿が，私の軍団司令官のだ
れか一人が私よりもよく為しうるとお考えであれば，躊躇なく
私を更迭していただきたい。私が率直に申しておきたいのはこ
のことです100。
　この電報はフレシネのそれと行き違いになった。フレシネの電報は，
第24軍団とクレメール師団を後衛として残し，第15・第18・第20軍団
は陸路でヌヴェールに向かえという内容だった。かくて，ボルドー派遣
部はポンタリエ経由でのローヌ渓谷への退却を認めず，エリクールから
250キロメートルも離れたヌヴェールに軍を導こうとしたのだった。お
そらく計画では，そこで陣容を立て直し，マントイフェル軍の背後を突
くというものであっただろう。
　失望に沈んだブルバキはすかさず返信する。
　貴殿の電文からうかがわれるのは，整備の行き届いた軍隊を
想定しておられることです。私は貴殿に対ししばしば反対のこ
100	Rousset,	lieutenant-colonel,	Histoire générale de la guerre franco-allemande (1870-1871),	
tome	2,	p.	400.
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とを述べてしまったように思われます。さらに，私は告白しま
す。貴殿が私に味わわせようとされる労苦は私の力の及ぶとこ
ろではないこと，私を更迭し，ビヨーまたはクランシャンを司
令官に就けるよう措置されんことを101。
　フレシネは続く返信で，ポンタリエへの退却，司令官交代のどちらも
認めず，前の命令を繰り返すだけだった。狂わんばかりに激怒したブル
バキはすかさず返した。
　貴殿が私に命じる進軍は不可能であります。それはまるで第
2 軍［注，パリ籠城軍］にシャルトルへ行けと命じているよう
なものです。…手持ちの 3 軍団の計で 3 万しか残っておりませ
ん。砲兵隊は道中で編成中です。もし私がドールへ行けば，ブ
ザンソンには戻れないでしょうし，それ以遠にもいけないでし
ょう102。
　文官と軍人のこうした齟齬をどう理解したらよいのだろうか。ブルバ
キの自害行為はその直後に起きる。両者のやりとりは，戦後に開かれた
議会査問会でも取り上げられ，ひとつの政争にまで発展するが，ここで
はこれ以上述べないことにしよう。はっきりしていることは，フレシネ
が現場の実情を的確に掴まず，万事を司令官の手腕次第だと考えていた
ことである。その証拠として，フレシネとガンベッタのもう一つのやり
とりをみることにしよう。 1 月25日，フレシネは，当時，サン = マロに
いたガンベッタに次のように書き送っている。
　昨日，ガリバルディはまたもや大勝利をおさめました。彼こ
101	 Ibid.
102	 Ibid.
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そまさにわが軍で最優秀の将軍であります。それは， 8 日前か
らエリクールとブザンソンの間で足踏み状態にいるブルバキ軍
とは悲痛ともいうべき好対照であります。…103
　まるで，ブルバキではなくガリバルディが東部軍を率いていれば勝利
したであろうといわんばかりである。フレシネのこの状況認識はいかに
も甘い。ここで誉めそやされているガリバルディは本質的に何もしてい
ないし，前日の24日，仏軍の退路を絶つ目的で東進したマントイフェル
の攻撃を妨げよという命令を無視し，ディジョン防衛に躍起になってい
たのである。
　25日，ブルバキは命令違反を承知したうえで，敗軍をポンタリエに進
めていた。同日午後になって，敵に投降するか，あるいはスイスへの脱
出行で武装解除を受けるかの選択を強いられていたこの司令官の許に，
フレシネからまたも執念深い命令が届けられた。ブルバキはこれを無視
した。しかし，翌26日の夕刻，もはや我慢の限界に達していたブルバキ
は，やにわにピストルを抜いて自分の頭を撃ち自殺を図った。だが，撃
ち損じて重傷を負った。
　誰がブルバキに取って代わるか ― 第20軍団司令官クランシャンしか
いなかった。彼はポンタリエへの退却を主張した一人でもあり，唯ひと
つ障害のない道すなわちポンタリエへの道を急いだ。もちろん，雪中を
背後に追撃を受けての逃避行である。クランシャンはポンタリエ，ロン
ス = ル = ソーニエ，ブール = アン = ブレッスを通ってリヨンに退却する
つもりでいた。
　 1 月29日，退却軍が漸くポンタリエをすぎたとき ― ソンバクールと
シャフォワで交戦中であった ― クランシャンは派遣部からとつぜん驚
愕すべき命令を受け取った。すなわち，休戦協定の締結に伴い戦闘を停
103	Serreau,	René,	op. cit.,	p.	227.
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止せよという内容である104。
　おりもおり，パリ政府の外務大臣ジュール・ファーヴルはヴェルサイ
ユでビスマルクと休戦交渉を行なっていた。 1 月27日夜に合意成り，翌
28日に休戦協定が調印された。しかし，ジュール・ファーヴルがボルド
ー派遣部にその旨通知したとき，軽率にも休戦協定の条文を不正確に伝
えた。すなわち，条文の末尾部分においてコート・ドール県，ドゥー県，
ジュラ県，ベルフォールは然るべき協定が成立するまで本協定から除外
すると明記されているにもかかわらず，それを伝えなかったのである。
3 県およびベルフォールを除外した理由は，交戦国軍の戦闘状況が不明
だからというのだ。ファーヴルが当地の戦況を知らなかったのは理解で
きるが，ビスマルクが知らないはずがなく，休戦協定から当地を外した
のは意図してのものであったにちがいない。
　クランシャンは派遣部政府の命令を忠実に実行し，戦闘行為を中止し
た。だが，プロイセン軍は進撃を止めず，敵の退却路を抑えた。こうして，
クランシャン軍の逃げ場は，スイスに通じる西方しかなくなる。平和が
幻にすぎなかったことを知った仏軍の慌てぶりようはいかばかりであっ
たろうか。
　クランシャンは 1 月31日から 2 月 1 日にかけての夜，ヴェリエールで
スイス当局とかけあい，国境越えの約定を取り交わした。それによれば，
仏軍は武装解除し，一切の装備，資金，軍需物資をスイスに引き渡すこ
とを条件として亡命を認めるというものだった105。最後尾の軍隊が 2 月
2 日の夜明けに国境を越えるまで独軍の激しい追撃を受けた106。全軍が
スイスに亡命したのではなく，クレメール師団約1万はジュラ山脈を越
えて南に逃れた。かくて，残りがスイスへの亡命ということになるが，
104	Rousset,	lieutenant-colonel,	Histoire générale de la guerre franco-allemande (1870-1871), 
tome	2,	pp.	405-406.
105	 Ibid.,	p.	411.
106	Serreau,	René,	op. cit.,	p.	228.
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その合計は87,487人（うち将校が2,467人），11,800頭の馬，285門の大砲，
1,158台の各種車両である107。
　この逃避行を目撃したスイスの軍人はこう描く。
　軍のスイスへの入国ほど悲痛なものはなかった。もはや彼ら
は敵による危険および追撃の心配は要らなくなり，自軍将校に
よる叱咤もない，そして，あらゆる方向から救いの手が差し出
される歓待の地にいることを自覚する。彼らはまったく意気消
沈し，少しばかりは残っていた精気を完全に喪失する。大多数
の者は襤褸をまとい，裸足で行進する。スポンジのような，鞣
しが悪く，ほとんどが小さすぎる皮で作られた靴は雪中と泥土
の中の行進には堪えられなかったのだ。靴底は抜けているか，
ひどく破れているかのいずれかである。これら多くの者の足は
不運にも血だらけ，ないしは凍傷を負っている。制服はズタズ
タに切り裂かれている。兵士らは道中で見出したあらゆる衣服
を我が物とし，その軍隊の全体的相貌は奇妙奇天烈な群集の体
をなしている108。
　とつぜん大軍を受け入れた中立国スイスの，特に住民の対応は慇懃・
歓待を極めた。小さな村といわず大きな町といわず，住民たちは兵士に
対しありとあらゆる援助の手を差し伸べた。風呂を沸かし，下着と衣類
を受け取って洗濯し，衣服と靴を提供し，公共施設および民家への住居
を世話し，食事を準備し，傷病者には医療の世話をした109。この友誼は
以後，フランスとスイスの長い友好関係に貢献することになるが，われ
われは先を急ぐことにしよう。
107	Rousset,	lieutenant-colonel,	op. cit., tome	2,	p.	411.
108	 Ibid.,	p.	411.
109	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	112.
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　ブルバキ = クランシャン軍の潰走が始まるのと並行して，独軍は中東
部全体において圧力をかけてきた。前年の秋以来，ヨンヌ県北部（サン
スとトネール）に駐留していた独軍はシャティヨン = シュル = セーヌ，
すなわちフリードリヒ = カール軍の臍帯を確保するために，地歩を一歩
ずつ着実に進めていた。オセールは 1 月初めに再占拠された。クラムシ
ー，アントラン，モルヴァン付近に斥候兵が送られた。 1 月18日，アヴ
ァロンが砲撃され占領され，そして破壊された110。
　それより北のラングル要塞はこれまで無疵だった。この要塞は，鉄道
線の安全を脅かし，軍用列車の脱線事故を起こそうとする狙撃兵と義勇
兵の拠点であった。フリートリヒ = カール軍，ヴー = オールとシャトー
ヴィランの守備隊にとって生命線たる鉄道の安全を確保するのに，ラン
グル要塞はなんとしても陥落させる必要があった。サン = ディディエに
大砲が到着。それらはラングル包囲に差し向けられた111。
第 7 章　パリの足掻き
　厳冬を迎え，燃料と食糧の不足が深刻化したパリでの耐乏生活はいっ
そう酷くなっていた。ごみが回収されないために，街中が汚くなった。
200万の大都市を20万の軍隊で包囲できるものか，と最初は高をくくっ
ていた市民のあいだにも，12月を迎えると，さすがに焦りの色が出てく
るようになる。
　なにもかもが不足するなかで，いちばん堪えたのは情報不足である。
　パリを発つ気球は伝書鳩を乗せていた。この伝書鳩が外部の情報を首
都にもたらすのだ。鳩が運ぶ文書はせいぜい 2 グラムが限度であり，し
たがって，当初はトゥール派遣部の公文書だけであった。だが，「必要
は発明の母」とはよくいったもので，10月中旬になって化学者の提案で
マイクロフィルムが発明され，これが伝書鳩に託されることになった。
110	Roth,	op. cit.,	p.	353.
111	 Ibid.
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これで新聞・手紙などの通信も可能になった112。伝書鳩の尾翼に情報の
詰まったチューブが固定されると，ただちに放出される。最初はオルレ
アン近辺が出発地だったが，ここが危険になってからは徐々に遠くの出
発地からになり，到着の安全が脅かされることになった。この冬の記録
的な寒さはこの哀れな使者をしばしば迷い子にし，おまけに砲声と銃声
がこれらを怯えさせ，道から逸れさせた。さらにプロイセン軍が放った
鷹の犠牲となった。伝書鳩通信は10月16日から籠城の全期を通じて47便
248羽の伝書鳩のうち，無事にパリに到着したのは59羽にすぎず，帰還
率 2 割強である。プロイセン軍は途中で生け捕った鳩に謀略情報をつけ
て放つということまでした113。
　こういうわけで，伝書鳩通信はきわめて不安定であった。いつも切望
されていたにもかかわらず，外部情報の延着・不着はあたりまえ，しかも，
矛盾する情報を首都にもたらした。だが，トゥールからボルドーへの遷
都やルーアンの占領（12月 5 日）についてはすぐに知られた。ガンベッ
タの至急報の精力的な論調や，シャンジー将軍とブルバキ将軍の名前が
市民の間にいくばくかの希望の灯を点した。しかし，冬が深まると，12
月20日に1870年最後のメッセージがパリに運び込まれてから正月明けの
8 日まで何のニュースも届かなかった。つまり，18日間パリは完全な孤
立していたことになる。そこから，根拠のないまったく馬鹿げた噂が流
れた。ジュール・ファーヴルは「長い間，ニュースがない。…ずっと無
消息である。…これは拷問だ」114と記す（12月30日）。日刊紙『ゴーロワ』
の『籠城日誌』には12月下旬からパリ外部に関する情報がいっさい掲載
されなくなる115。
112	籠城のパリと地方を結んだ気球と伝書鳩の通信については拙論文を参照された
い。「鳩と気球―パリ籠城期（1870-1871年）における郵政事情―」『おさらぎ選書』
第 3 集，（財）大佛次郎記念会，1988年 3 月，所収。
113	『おさらぎ選書』p.	109.
114	Roth,	op. cit.,	p.	355.
115	Le journal du siège de Paris,	publié	par	Le	Gaulois,	Paris,	1871,	pp.	318	et	suit.
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　左翼の新聞は「降伏派」将軍への攻撃を再開し，出撃戦を合言葉にする。
パリ市民の絶望的な反応を恐れたトロシュは自らが望んでもいない出撃
戦を準備する。12月21日， 2 つの攻撃が行われた。デュクロがパリの北
からブールジェに向けて，ヴィノワが東からヴィル = エヴラールに向け
てである。だが，ドイツ軍は陣地を強化していた。ドランシーを占領し
たのち，デュクロはブールジェの防御陣地を攻撃したが，堅塁を抜くこ
とはできない。数日後，トロシュはロニーの東方のアヴロン高地を撤退
させた。この退却は大した重要性はないけれども，心理的ショックをも
たらした。これはパリ市民から自発的な放棄と受け止められたのだ。
　外部城壁の外側に郊外の集落に駐屯していた前線部隊と地方の遊動隊
は全体として士気は維持していた。訓練はまあまあの状態で不足という
ほどではなかった。たしかに，兵士たちは無為と，監視および待機の単
調な生活に不平を鳴らしていた。しかし，真剣に攻撃する者はまれであ
った。たとえば，クールブヴォワに駐屯していたドローム県の遊動隊は
たった一度だけモントルトゥーで会戦した。彼らの戦いぶりは非常に名
誉あるものであった。
　 1 月 5 日，ドイツ軍の放った最初の砲弾がパリに着弾したが，目標か
ら離れ，照準修正に多大な作業を要した。大砲は動かず，火薬は爆発し，
灼熱の砲身は点火しなかった。砲兵は，見せ物を見るような好奇心で訪
れた将校と君主たちによって邪魔された。数日たつと照準は正確になる
ともに集中するようになり，セーヌ左岸の街区に落下するようになった。
たとえば，サン = ヴィクトール，植物園，イタリー広場，リュクサンブ
ール公園，ヴァル = ドゥ = グラース施療院，ヴォージラール街区，グル
ネルのガス工場に着弾。右岸には届かなかった。砲弾は市民を恐怖の渦
に巻き込み，住宅や歴史的記念碑に着弾し，火災を引き起こした。野戦
病院や病院も標的となる。民間の犠牲者がかなり出た。 1 月 5 日から13
日の間に51人が死亡し，200～300の負傷者が出た。主目標は軍事施設
とくに南部要塞と東部要塞である。フランス軍は反撃し，モン =	ヴァレ
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リアン要塞の大砲はドイツ軍を苦しめたが，籠城側は敵の砲兵隊を破壊
することはできない。
　 1 月 8 日，18日間の音信無沙汰を打ち破ってボルドーを発った一羽の
鳩が舞い戻ってきた。電文は北部軍の活動を告げ，シャンジー軍が健在
であり，ブルバキ軍の作戦計画を述べた。すなわち「敗北に似たことは
何も経験しないプロイセン軍は士気阻喪する。…ブルバキ軍はきわめて
良好な状態にある。シャンジーはプロイセン軍を押し返し，16日以来，
疲弊した軍隊を給養中。…地方は断固として戦争をやり抜く覚悟でいる
…。」ガンベッタは状況を美化している。ジュール・ファーヴルはこれ
をまともに受け止めなかったが，さりとてこの情報を確かめる術を持た
なかった。多くのパリ市民は防衛の無為主義と同様に砲撃に苛立った。
彼らは，「内部のプロイセン兵」と「投降派」を告発する者に同調的に
耳を傾けた。駐屯中の国民衛兵は戦いを望み，当局に出撃を厳しく迫っ
た。彼らは集会でそれを要求し，「赤いポスター」がそれを要求し，宣
言は政府を非難し，コミューンの宣言と「怒濤のような出撃」を要求する。
極左の新聞諸紙は民衆クラブや集会でのいつものテーゼを練りあげた。
ボルドーからガンベッタはパリ市民に同じような檄を飛ばしていた。つ
まり「出撃を，即時の出撃を，何が何でも出撃を，あらんかぎりの数を
動員しての出撃を，帰還を予期せざる出撃をしなければならない」，と（ 1
月13日）。 1 月19日の出撃戦の前のこの手紙は彼の精神状態を物語って
いる。
　トロシュ将軍は城壁の近くにいた。毎日，彼はバゼーヌを引き合いに
出されて侮辱された。こうして政府の閣僚たちは彼に行動を迫る。バゼ
ーヌのように戦うことなく窒息させてはならないことが力説された。結
果よりも何より名誉が問題だった。パリは戦うことなしに開城してはな
らない。駐屯中の国民衛兵は焦っている。彼らは戦いを望んでいる。彼
らが武器を取っての 4 か月以来，敵の姿を見ていなかった。焦りを鎮め
るために，いわゆる「歩兵」大隊はパリを離れ前哨に出た。最前線の塹
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壕に出たトロシュは宣言を発したが，その中に以下のような不用意な文
言があった。つまり，「パリ総督はけっして開城しないであろう」とい
う文言である。彼はそれまでずっと拒絶して来た事柄を，つまり，国民
衛兵の出撃を宣言したのだ。彼はその出撃に象徴的な目標を与えた。す
なわち，ヴェルサイユを，プロイセン大本営の所在地を目指せ！　彼が
自由にできた手段の見地からみると，それが達成できないことは明らか
だった。失敗は確実であり，恐らくは物凄い流血の惨事となるだろう。
かくて「怒濤のような出撃」は何らの確信もなく不用意に始まったので
ある。6 万人が，その半数以上を国民衛兵が占めたが，前線に飛び出した。
トロシュ自身，この最後の決戦の陣頭に出た。
　 1 月19日朝，3 列の縦隊がビュザンヴァルとモントルトゥーを目指し，
プロイセンの最前線を突いた。砲兵隊の砲撃が遅れ，持ち場を固めるの
に失敗する。三重の防衛線の背後の塹壕に隠れたプロイセン兵は防御施
設つきの陣地にいた。ビュザンヴァル城の庭園で激闘が始まる。遊動隊
と国民衛兵は壁を破ることができなかった。銃撃があまりに大きかった
ので，工兵は壁に近づくことさえできなかった。砲兵隊も無能であった。
大きな代償を払って幾つかの陣地が奪取されたが，第 2 ラインに打撃を
与えることができなかった。ビュザンヴァル庭園で遊動隊は隊列を乱し
はじめる。ドイツ軍兵士ヴェルディは日誌で満足気に次のように書き記
した。
　新ドイツ帝国は本日，血の洗礼を受けた。フランス軍は多大
な兵力をもって出撃戦を試みた。彼らはヴェルサイユに近い我
が軍の陣地を衝いた。モルトケ伯爵はその執務室から降りてき
た。私は馬車で伯爵に随行した。私たちは皇帝陛下がおられる
マルリー貯水池の方角に進まれた。交戦は半分ほど展開中であ
った。敵は多くの砲兵隊を保持しており，モン = ヴァレリアン
要塞から砲声がした。
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　午後 3 時ころ，プロイセン軍は反撃し，モントルトゥーを再占拠した。
フランス軍は退却した。その軍隊は混成軍であり，へとへとになった遊
動隊は多数の死傷者を残して退いた。 5 時ころ夕闇が迫り，銃火は止ん
だ。「怒濤のような出撃」は頓挫したのだ。
　攻撃から帰還した戦闘員は敗北の責任を総督のせいにした。勇敢に戦
った国民衛兵はプロイセン軍の塹壕を突破することができなかった。仏
軍の損害は4,000，対する独軍はわずか600であった。
　トロシュはこの失敗について自分の責任は免れないと判断し，パリ総
督を辞職した。総督職は廃止され，軍事的権限はヴィノワに譲られた。
トロシュは政府首班として残ったが，彼の役割は事実上終わった。彼の
辞去を惜しむ者は誰もいなかった。将来のコミュナールたるべきフルー
ランスは言う。「あの恥知らずのパリカオでさえトロシュよりましだっ
た。というのは，彼は外部要塞内に海軍砲を持ち込み，パリの食糧備蓄
を成し遂げたのだから」，と。
　ビュザンヴァルの惨劇は民衆と政府の間に新たな，しかもあからさま
な対決をもたらした。 1 月22日朝，マザス監獄は襲撃され，政治犯が釈
放された。フルーランスはしばらくの間，第20区区役所に陣取り，そこ
からのデモ隊が市役所方面に流れ出た。今回はヴィノワは容赦しなかっ
た。正規兵が発砲し，デモ隊は四散する。その後に死者が残された。ク
ラブは閉鎖され，革命派新聞は発禁処分に付された。民衆の指導者10人
以上が逮捕され，ヴァンセンヌ要塞内に幽閉された。その中にドレクリ
ューズが含まれている。
